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　雪解けとともに、春を感じさせるさくら。４月に入り肌寒

い日が続き、開花の遅れが心配されましたが、富山県内は５

月７日に開花宣言が発表されました。　�

　「富山さくらの名所」５０箇所に選定されている、内川べり

（八幡町、中新湊、二の丸町）、太閤山ランド（黒河）、薬勝寺

池公園（中太閤山）東洋紡績㈱富山事業所庄川工場（犬内）

には、多くの見物客が訪れ、さくらの花や春の風情を楽しん

でいました。�
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最
近
、「
足
腰
が
弱
く
な
っ
た
」

「
疲
れ
や
す
く
な
っ
た
」
な
ど
、

感
じ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

こ
れ
は
、
様
々
な
原
因
が
考
え
ら

れ
ま
す
が
、
筋
力
の
低
下
も
大
き

な
要
因
で
す
。�

　
筋
力
の
低
下
は
、
転
倒
の
危
険

性
や
基
礎
代
謝
の
低
下
に
よ
る
肥

満
、
動
脈
硬
化
、
脳
卒
中
な
ど
の

生
活
習
慣
病
を
引
き
起
こ
し
や
す

く
な
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。�

　
市
で
は
、
中
・
高
齢
者
の
健
康

運
動
教
室
「
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
貯
筋

教
室
」
を
開
催
し
、
市
民
の
皆
さ

ん
の
生
涯
に
わ
た
る
健
康
づ
く
り
、

元
気
づ
く
り
を
応
援
し
ま
す
。�

　
ま
た
、
筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
機

器
が
設
置
さ
れ
て
い
る
ス
ポ
ー
ツ

施
設
や
仲
間
と
楽
し
く
ス
ポ
ー
ツ

に
親
し
め
る
「
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー

ツ
ク
ラ
ブ
」
な
ど
も
市
内
全
域
で

組
織
さ
れ
、
運
動
に
取
り
組
み
や

す
い
環
境
が
整
え
ら
れ
て
い
ま
す
。�

　
暮
ら
し
の
中
に
無
理
な
く
、〝
筋

ト
レ
〞
を
取
り
入
れ
、
貯
筋
す
る

こ
と
で
、
こ
れ
か
ら
の
人
生
を
「
元

気
で
」「
美
し
く
」「
い
き
い
き
」

と
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。�

　
筋
肉
は
人
間
の
健
康
維
持
に
必

要
不
可
欠
な
も
の
で
あ
り
、
生
命

活
動
に
様
々
な
影
響
を
及
ぼ
し
ま

す
。
中
・
高
齢
者
は
、
加
齢
に
伴

う
体
力
や
筋
力
の
低
下
は
避
け
ら

れ
な
い
も
の
の
、
適
度
で
定
期
的

な
筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
は
、
何
歳

か
ら
始
め
て
も
筋
量
を
増
や
す
こ

と
が
で
き
、
筋
力
低
下
を
最
低
限

に
抑
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。�

　「
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
貯
筋
教
室
」
は
、

㈱
つ
く
ば
ウ
ェ
ル
ネ
ス
リ
サ
ー
チ

と
提
携
し
、
科
学
的
デ
ー
タ
を
基

に
一
人
ひ
と
り
の
健
康
度
に
見
合
っ

た
筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
中
心
と

し
た
、
個
別
運
動
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

提
供
し
て
行
う
こ
と
を
特
徴
と
し

て
い
ま
す
。
平
成
１４
年
度
か
ら
取

り
組
ん
で
い
る
旧
新
湊
市
で
は
、

次
の
と
お
り
大
き
な
効
果
が
得
ら

れ
ま
し
た
。�

中
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の
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づ
く
り
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く
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り
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く
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く
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果�
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筋
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果
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市

旧
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湊
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〜�

貯
筋
の
効
果�

〜
旧
新
湊
市
の
デ
ー
タ
か
ら
〜�

暮
ら
し
の
中
に�

！！�

運
動
運
動�

を�

暮
ら
し
の
中
に�

！！�

運
動
運
動�

を�

暮
ら
し
の
中
に�

！！�

運
動�

を�

　１期生について、開始前から卒業後も含めて医療費の面から評
価を行いました。�
　運動開始前の３年間の医療費の平均値を基に、運動開始から３
年目までの一人当たり累積医療費を教室参加者（運動群）と教室に
参加しなかった市民（対照群）で比較した結果、増加額の差は、
５９万９千円でした。�

医療費による評価がみられた！！�

●累積医療費（総医療費：外来費＋入院費）の比較�

１,５００,０００�
円�

１,０００,０００�

５０００００�

0

１
人
当
た
り
累
積
医
療
費�

開　始　前�
３年間平均�

開始１年目� 開始２年目� 開始３年目�

※統計的な有意差�

運動群６２人�

２１.０万円�

対照群１７６人�

４７.３万円�

９３.３万円�

３５.８万円�

１２８.７万円�

５２.２万円�

１６１.１万円�

７４.９万円�

対照群の�
増加額�
　１１３.８万円�

差額�
59.9万円�

運動群の�
増加額�
　５３.９万円�

　平成１４年１２月から平成１８年１月までの教室参加者２７６人の体
力測定による評価を行いました。�
　体力年齢は、教室開始後３～６か月ですでに平均６.０歳若くな
り１年６か月後の教室卒業時には、開始時に比べ平均８.７歳若返
りました。�

こんなに若返った！！ 体力年齢！！�

６６.０歳�

教室開始時点� ３～６か月� ９～１２か月� 教室卒業時�
（１８か月）�

実年齢�
６５.０歳�

６０.０歳� ５８.０歳� ５７.３歳�

歳�

５０�

５５�

６０�

６５�

７０�

●体力年齢の変化�
体
力
年
齢�

定着した！！ 運動習慣！�

●卒業後の運動継続状況�●教室継続率�

教室中断者�
４７人�

（１７.３％）�

教室卒業者�
２２４人�
（８２.７％）�

総合型地域�
スポーツクラブ�
８６人（３４.７％）�

自主運動�
グループ�
７４人（２９.８％）�

公民館での運動�
グループ　２７人�
（１０.９％）�

スポーツクラブ�
２０人（８.１％）�

その他�
４１人�

（１６.５％）�

教室中断者�
４７人�

（１７.３％）�

教室卒業者�
２２４人�
（８２.７％）�

総合型地域�
スポーツクラブ�
８６人（３４.７％）�

自主運動�
グループ�
７４人（２９.８％）�

公民館での運動�
グループ　２７人�
（１０.９％）�

スポーツクラブ�
２０人（８.１％）�

その他�
４１人�

（１６.５％）�
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新
湊
武
道
館
の
２
階
に
、
貯
筋

教
室
の
ス
タ
ジ
オ
が
あ
る
。
ス
タ

ジ
オ
の
戸
を
開
け
る
と
「
１
、
２
、

３
・
・
・
」
と
、
大
き
な
声
で
カ

ウ
ン
ト
し
な
が
ら
ス
ト
レ
ッ
チ
を

行
う
教
室
生
。
額
に
う
っ
す
ら
と

汗
を
に
じ
ま
せ
な
が
ら
、
筋
肉
や

腱
を
ゆ
っ
く
り
と
伸
ば
す
。
そ
の

後
、
エ
ア
ロ
バ
イ
ク
に
跨
り
、
心

拍
数
が
過
度
に
上
昇
し
な
い
よ
う

各
自
で
設
定
し
、
３０
分
ほ
ど
バ
イ

ク
を
漕
ぐ
。
身
体
が
温
ま
っ
た
と

こ
ろ
で
、
次
は
筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
。
腕
立
て
伏
せ
や
、
ス
ク
ワ
ッ

ト
運
動
な
ど
、
負
荷
を
か
け
な
が

ら
各
自
の
体
力
に
あ
っ
た
運
動
を

繰
り
返
す
。
随
時
、
運
動
指
導
士

が
声
を
か
け
な
が
ら
、
決
し
て
無

理
を
せ
ず
、
適
宜
水
分
を
摂
り
な

が
ら
行
わ
れ
る
。
最
後
に
ス
ト
レ
ッ

チ
で
使
っ
た
筋
肉
を
ほ
ぐ
し
、
教

室
は
終
了
す
る
。�

　
昨
年
の
８
月
か
ら
こ
の
教
室
に

参
加
し
て
い
る
清
水
さ
ん
夫
妻
は

「
指
導
員
の
方
が
親
切
で
、
無
理

な
く
参
加
し
て
い
ま
す
。
今
で
は
、

生
活
の
リ
ズ
ム
の
ひ
と
つ
に
な
っ

て
い
ま
す
」
と
、
毎
回
楽
し
み
に

し
て
い
る
教
室
に
つ
い
て
話
す
。

貯
筋
教
室
に
参
加
し
た
き
っ
か
け

は
、
　
子
さ
ん
が
友
達
に
「
教
室

に
参
加
し
た
ら
、
背
中
の
痛
み
が

な
く
な
っ
た
」
と
聞
い
た
こ
と
。

背
中
や
腰
に
痛
み
が
あ
っ
た
　
子

さ
ん
は
車
が
運
転
で
き
な
い
た
め
、

普
段
か
ら
身
体
を
動
か
し
て
い
た

五
雄
さ
ん
を
誘
い
参
加
を
決
め
た
。

　
子
さ
ん
の
体
力
年
齢
は
１
歳
若

返
っ
た
だ
け
だ
っ
た
が
、五
雄
さ
ん

に
は
め
ざ
ま
し
い
効
果
が
現
れ
た
。

数
字
の
上
で
は
、３
か
月
で
体
力
年

齢
が
１５
歳
も
若
返
っ
た
。「
若
返
っ

た
と
い
う
よ
り
も
、
運
動
す
る
こ

と
に
身
体
が
慣
れ
た
の
だ
と
思
い

ま
す
。
身
体
を
動
か
す
こ
と
が
ま

す
ま
す
好
き
に
な
り
ま
し
た
」
と
、

五
雄
さ
ん
は
教
室
の
効
能
を
話
す
。�

　
こ
の
教
室
の
大
き
な
特
徴
は
、生

活
の
中
で
運
動
を
意
識
し
自
己
管

理
す
る
こ
と
で
あ
る
。
参
加
者
は

万
歩
計
を
つ
け
、
自
宅
で
も
ス
ト

レ
ッ
チ
運
動
や
筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
を
行
う
。「
時
間
を
見
つ
け
身
体

を
動
か
す
よ
う
気
を
つ
け
て
い
ま

す
。
毎
日
、
寝
る
前
に
万
歩
計
の

歩
数
や
１
日
の
体
調
な
ど
を
記
録

表
に
記
入
し
ま
す
。
体
調
管
理
の

目
安
に
な
る
、
日
記
帳
の
よ
う
な

も
の
で
す
か
ね
」
と
、
清
水
さ
ん

夫
妻
は
教
室
参
加
時
に
購
入
し
た

万
歩
計
を
見
な
が
ら
話
す
。�

　
「
仕
事
を
退
職
す
る
と
、
家
に

閉
じ
こ
も
り
が
ち
に
な
り
、
老
け

込
む
の
も
早
く
な
る
。
第
２
の
人

生
を
謳
歌
す
る
た
め
に
も
、
で
き

る
だ
け
外
に
出
て
、
体
力
の
維
持

に
努
め
る
事
が
大
事
。
皆
さ
ん
、教

室
に
参
加
し
て
み
て
は
い
か
が
で

す
か
」
と
、
仲
む
つ
ま
じ
く
話
し

て
く
れ
ま
し
た
。�

貯
筋
運
動
で�

　
　
　
楽
し
く
生
活
を�

貯
筋
運
動
で�

　
　
　
楽
し
く
生
活
を�清　水　五　雄さん�

　　　　　　子さん　夫妻�

「パワーアップ貯筋教室」４期生�

日令�

日令�

日令�

ま
た
が�

Let`s
T R Y

どこでもできる�

大腰筋トレーニング�
　イスの後ろに立ち背
もたれに軽く手をかける�

　ひざがつま先より前
に出ないように気をつ
け、ゆっくりとお尻を
おとすこの姿勢を１秒
間保つ�
　ゆっくりと元の姿勢
に戻る�豆知識　スクワットや腹筋運動など自宅でも筋力は鍛えられます。

また、自転車に乗ることも効果があるそうです。実践し
てみてください！�

「年をとると足腰が弱くなる」と言われますが、上半身と下半身

をつなぐ「大腰筋」の筋力を維持することが、歩行能力低下の防

止につながると言われています。大腰筋は大腿部と脊椎をつなぎ

直立姿勢を維持したり、大腿部を引き上げたりするときに機能し

ます。大腰筋が低下すると、歩幅が短くなり、ちょっとした段差

でも躓きやすくなり、転倒による骨折を引き起こしやすくなります。�
つまづ�

ふともも・おしり�

　１年６か月後の教室の継続率は８２.７％と高く、卒業後も総合型
地域スポーツクラブへの参加や自主運動グループの立ち上げなど
運動習慣の定着がみられます。�
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パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
貯
筋
教
室�

参加条件�

おおむね６０歳以上の市民で、医師から
運動制限をうけていない方�

※ただし、旧新湊市で開催していた貯筋
教室参加者は除く�

申込について�

　受付期間　５月１０日（水）～５月３１日（水）�

　提　出　物　①申込書兼問診票（用紙は、市立公民館・
各保健センターにあります）�

②健康診査の結果票�
１年以内に受けた基本健康診査、人間
ドック、職場健診などの結果を一緒に
提出してください。健診内容には、血
液検査・心電図検査項目を含みます）�

　提　出　先　健康推進課（新湊庁舎内）☎８２－１９５４�
新湊保健センター　　　☎８２－８４１６�
小杉保健センター　　　☎５６－３００７�
大門保健センター　　　☎５２－７０７０�
大島保健センター　　　☎５２－７９７０�
下村保健センター　　　☎５９－８０２１�

教室内容�

　各自の体力や健康状態に見合った、個
別運動プログラムの実践�
運動機器（エアロバイク、マット）
による運動（施設で週１回）�
簡単な筋力トレーニング（家庭で週
３回）�

　トレーニング方法のチェック指導や研
修会（月１回予定）�

　健康度・体力データーの解析評価と個
人メニューの見直し（半年毎）�

実施期間�

平成１８年７月から平成１９年６月まで�

会　　場�

新湊総合体育館武道館�
（射水市久々湊）�

定　　員�

先着　１００名�

参　加　料�

月額５００円（保険料を含む）�
＊半年毎に３,０００円徴収します。�
＊テキスト代（９５０円）と万歩計は個
人負担となります。�

※問診等により、医師が運動しないほうが良いと�
　判断した方や、先着１００名に入らなかった方に�
　は、参加をお断りすることがあります。�

第１期生
募集！�
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●市内総合型地域スポーツクラブ�

黒河７１２番地　☎ ５６－６４４３�

開館時間　午前９時～午後９時３０分�
（日・祭日は午後５時まで）�

休　館　日　毎週月曜日、年末年始�
利　用　料　１００円�
主な機器　エアロバイク、トレッドミル、バーベル、レッグ

カール、チェストプレス等�

小杉体育館�

有磯１－６－１　☎ ８６－５３７７�

開館時間　午前９時～午後９時�
（日・祭日は午後５時まで）�

休　館　日　毎週火曜日、年末年始�
利　用　料　無　料�
主な機器　エアロバイク、トレッドミル等�

サンビレッジ新湊�

主な教室　健康運動教室�
エアロビクスビギナー１�
エアロビクスのびのび�

年　会　費　小・中学生　２,４００円�
高　校　生　３,６００円�
一　　　般　４,８００円�

問合せ先　久々湊４６７（新湊武道館）�
☎ ８２－８２７７（クラブ直通）�

新湊カモンスポーツクラブ�

主な教室　ダンベル体操�
（木曜さわやかスポーツクラブ）�
スマイルエアロ�
脂肪を燃やす！簡単トレーニング�

年　会　費　中学生以下年間　２,０００円�
１６才以上の方　４,０００円�

問合せ先　黒河７１２（小杉体育館）�
☎ ５６－６４４３�

小杉総合スポーツクラブ“きらり”�

主な教室　健康のびのび体爽教室�
社交ダンス教室�

年　会　費　ジュニア（小中）　２,０００円�
一　　　般　３,５００円�
ファミリー会員　７,０００円（１家族）�

問合せ先　二口３１４２（大門総合体育館）�
☎ ０５０－３４９７－９４６６（クラブ直通）�

だいもんスポーツクラブ�

主な教室　スマイル健康体操教室�
スポーツコンビニおおしま店�

年　会　費　チャイルド　１,０００円�
ジ　ュ　ニ　ア　２,０００円�
一般（18才以上）　３,０００円�

問合せ先　新開発３００（大島体育館）�
☎ ５２－７７１９（クラブ直通）�

おおしまスポーツクラブ�

主な教室　骨骨体操教室�
ふれあいスポーツ教室�

年　会　費　未　就　学　児　　５００円�
高校生以下　２,０００円�
１８才以上　３,５００円�
ファミリー会員　８,０００円（１家族）�

問合せ先　加茂中部８４３（下村体育館）�
☎ ５９－２８２４�

しもむらスポーツクラブ「まいけ」�

　
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
機
器
が
設
置
さ
れ
て

い
る
公
共
ス
ポ
ー
ツ
施
設
と
総
合
型
地

域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
を
紹
介
し
ま
す
。

「
一
人
で
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
す
る
ぞ
」「
一

人
で
は
ち
ょ
っ
と
・・・
」「
み
ん
な
と
一

緒
に
楽
し
く
ス
ポ
ー
ツ
し
た
い
」
と
い

う
方
も
、
自
分
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に

あ
っ
た
運
動
方
法
を
見
つ
け
、
健
康
な

身
体
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
！�

●公共のトレーニング施設�

久々湊４６７番地　☎ ８２－８２７８�

開館時間　午前９時～午後９時�
（日・祭日は午後５時まで）�

休　館　日　毎週火曜日、年末年始、休日の翌日�
利　用　料　２００円（２時間）�
主な機器　エアロバイク、トレッドミル、油圧

式筋力マシン、バランスボール等�

新湊総合体育館�

海竜町２９番地　☎ ８６－８３１０�

開館時間　午前９時～午後９時�
（日・祭日は午後７時まで）�

休　館　日　毎週火曜日、年末年始、休日の翌日�
利　用　料　３００円（一般）、１００円（小・中学生）、�

２００円（高校生・６５歳以上）�
主な機器　エアロバイク、トレッドミル等�

海竜スポーツランド�

※Ｓ会員制度有�
　別途保険料必要�
　割引制度有�

※別途保険料必要�
　割引制度有�

※別途保険料必要�

※別途保険料必要�
　割引制度有�

※別途保険料必要�

健
康
な
身
体
は�

ら�

！！�

か�

運�
動�

※なお、各施設に専任の指導者は配置していません。�
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児童手当制度が拡充されました�児童手当制度が拡充されました�
～支給対象年齢が小学校6年生までに～�

　児童手当の支給対象年齢が、小学校3年生（9歳到達後最初の年度
末）から小学校6年生（12歳到達後最初の年度末）までとなります。�
　併せて、所得制限の限度額が引き上げられ、その限度額未満であ
れば該当します。�

　申請に必要な書類�
　申請者の健康保険被保険者証（厚生年金加入者の場合。国民年金加入の場合は不要）�
　申請者の金融機関及び口座番号が分かるもの�
　その他、申請する人によって必要な書類（所得証明等）がいる場合があります。
詳しくは児童家庭課までお問い合わせください。�

　支給額等�

※合併後、支払通知書は発送しておりませんので、指定の振込先の通帳で確認するなどご協力をお願いします。�

支給額等については変更ありません。�
支給月日�
　６月、１０月、翌年２月のそれぞれ１０日�
　転出等で資格喪失した場合は、喪失した月の翌月２５日�

支給額（月額）�
　第１子、第２子・・・１人あたり　　５,０００円�
　第３子以降・・・・・１人あたり　１０,０００円�

※平成１８年４月・５月分は平成１６年分の所得、平成１８年６月分以降は平成１７年所得が審査対象になります。�

問合せ先�
　児童家庭課（新湊庁舎）�
　☎82－1953

所得制限額表�

扶養親族�
等　の　数�

改　　正　　前�

０人�
１人�
２人�
３人�
４人�
５人�

国民年金加入�

３０１万円�
３３９万円�
３７７万円�
４１５万円�
４５３万円�
４９１万円�

厚生年金等�

４６０万円�
４９８万円�
５３６万円�
５７４万円�
６１２万円�
６５０万円�

４６０万円�
４９８万円�
５３６万円�
５７４万円�
６１２万円�
６５０万円�

国民年金加入�

改正後（平成18年4月1日から）�

５３２万円�
５７０万円�
６０８万円�
６４６万円�
６８４万円�
７２２万円�

厚生年金等�

　手続きについて�
◆小学校4年生の保護者（平成8年4月2日～平成9年4月1日生まれ）�
　本年１８年３月３１日まで、児童手当を受給していた人は申請不要です。�
　４月以降も引き続き支給されます。�

◆小学校5・6年生の保護者（平成6年4月2日～平成8年4月1日生まれ）�
　新規認定請求書または額改定請求書（現在受給中の兄弟等がいる場合）での申請が必要です。対象の方へそれ
ぞれ必要となる書類を送付しますので申請してください。�
　なお、９月３０日までに申請すれば、さかのぼり４月分からの支給となります。�

◆今改正（受給年齢の引き上げ、所得制限額の緩和）により児童手当を受給できるようになる人�
　新たに児童手当を受給できる人は、新規認定請求での申請が必要です。９月３０日までに申請すれば４月分から
支給されます。�
　なお、本年３月３１日まで所得制限額を超えていた理由で、手当が支給されていない方については関係書類等を
送付できませんのでご注意ください。�

■いずれの場合も、保護者が公務員の場合は職場で申請してください。�

4月1日から�
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平成１８年度　中央公民館　ふれあい講座　受講生募集�

＊　定員を超えた場合は、抽選となります。　�
＊　趣味・実技教室の日程と、詳しい内容については地区公民館にあるチラシをご覧ください。�

対　　象　　者　　市内の成人者�
受　　講　　料　　無料、ただし材料費は自己負担となります。�
申　込　方　法　　往復ハガキ１枚につき１教室でお申し込みください。�
　　　　　　　　　ザ・射水学講座に関しては、希望する講座番号（複数可）を記入。�
　　　【往信表面】〒９３４－００１６  射水市三日曽根３番２３号 射水市中央公民館行�
　　　【往信裏面】①希望する講座番号または教室名　②郵便番号　③住所　④名前�
　　　　　　　　　⑤性別　⑥年齢　⑦電話番号�
　　　【返信表面】白紙でお願いします�
締　　切　　日　　５月１５日（月）必着�
申込・お問合せ先　　射水市中央公民館　☎８２－８４０５�
受講者の決定　　５月下旬にハガキでお知らせします。�

応 募 方 法�

くらしの情報教室� 全5回（定員５０名）�

時　間� 内　　容� 講　　師� 会　　場�

午後２時�
　～３時３０分�

北林クリニック院長�
北林　正宏�

生活習慣病について�
－アルツハイマー病と生活習慣病との関連を含めて－�

新湊地区地域包括�
支援センター 小見　光子�

射水市の介護保険、�
　　　　サービスについて�

富山地方気象台職員�異常気象について�

市企画政策課 統計係�
小塚　　悟�統計に見る射水市の姿�

回�

１�

２�

３�

４�

５�

開　催　日�

６月７日（水）�

７月１３日（木）�

９月２８日（木）�

１０月１２日（木）�

１１月２日（木）� 射水消防署員�射水市の防災について�

中央公民館�
（新湊中央文化会館３階）�

射水消防署�
　　　　　　　＊現地集合�

ザ・射水学講座� （各講座　定員５０名） 各回とも講演と見学があります。　　　　　（敬称略）�

講　　師� 会場（集合場所）� 見　学　先�

元富山県立大短大部教授�
小林　哲郎�

中央図書館�
（旧小杉図書館）�

太閤山ランド�
　　　＊バスで移動�

新湊漁業協同組合組合長�
矢野　恒信�

中央公民館�
（新湊中央文化会館内）�

かまぼこ工場見学�
　　　＊バスで移動�

観光ボランティア�
とねりこの会�

下村公民館�
（下行政センター横）�

下村加茂神社�
　　葵祭事館ほか�

絵本館職員� 大島絵本館� 大島絵本館�
　　　＊入館料必要�

講座�

１�

２�

３�

４�

５�

日　　時�

６月２８日（水）�
午前９時３０分～１１時３０分�

７月１８日（火）�
午前９時３０分～１１時３０分�

８月３１日（木）�
午前９時３０分～１１時３０分�

１０月１８日（水）�
午前１０時～１１時３０分�

１１月９日（木）�
午前９時～１１時３０分�

内　　容�

太閤山ニュータ�
ウンの生い立ち�
漁業の将来につ�
いて�
下村加茂神社の�
稚児舞�

絵本の魅力�

射水市と庄川�
元大門町史編纂委員長�
中山　　実�

大門公民館�
（大門総合会館内）�

鮭の簗場�
　　　＊バスで移動�

趣味・実技教室� ６教室はすべて初心者を対象とし回数は１２回です。場所は中央公民館です。�

教　室　名� 時　　間�

茶道（裏千家）�

手　芸�

アロマセラピー�

ヨ　ガ�

ガーデニング�

実用書道�

講　　師�

今泉　宗喜、高松　宗恵�

八　嶋　京　子�

松　木　昭　美�

久々江　芳　子�

高　橋　健　一�

潟　渕　杉　苑�

期　　間�

６／１～１０／２６�

６／７～１１／１５�

６／７～１１／１５�

６／９～１１／２４�

６／１３～１１／２８�

６／１４～１１／２２�

曜　　日�

月３回（木）�

第１、３（水）�

第１、３（水）�

第２、４（金）�

第２、４（火）�

第２、４（水）�

午前９時３０分～１１時３０分�

午前９時３０分～１１時３０分�

午後７時～９時�

午後７時～９時�

午後１時３０分～３時３０分�

午後１時３０分～３時３０分�

定員�

１５名�

２０名�

２０名�

２０名�

２０名�

２０名�
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期待や不安でいっぱい！�
―― 小学校・中学校入学式 ――�

　春の息吹が感じられる暖かな日差しのなか、市内各小

学校では４月６日、中学校では７日に入学式が行われま

した。�

　今年、小学校に入学した児童は９２９人、中学校に入学

した生徒は８４３人で、新しい学び舎への期待や不安を抱

きながら入学式に臨みました。新１年生は、手づくりの

花のアーチに出迎えられ、在校生から歓迎のことばや歌

のプレゼントがあり、式典後、各教室にわかれ新しい学

校生活がスタートしました。�

幅広い分野で連携・協力�
�―― 射水市・県立大学包括協定調印 ――�

国際化に幅広く対応�
―― 射水市民国際交流協会、小杉町日中友好協会合併調印 ――�

　旧新湊市を拠点に活動していた射水市民国際交流協会

と旧小杉町を中心に活動していた小杉町日中友好協会が

３月３０日、市役所小杉庁舎で両協会の合併調印を行いま

した。�

　射水市民国際交流協会（会長　奥野忠正氏）は平成１３年

５月に新湊市民国際交流協会として発足し、昨年の１１月

に名称を変更。小杉町日中友好協会（会長　稲田勇三氏）

は平成１４年１０月に設立し、中国研修や語学講座などを

行い、中国との交流を推進してきました。�

　分家市長を立会人に両協会長が合併協定書に捺印し、４月１日より射水市民国際交流協会として新たな歴史を

刻むことになりました。調印後、国際都市射水市の輝かしい未来に向け３人はがっちりと握手しました。�

＊射水市民国際交流協会の加入は　布目庁舎別館（布目１番地）まで　☎８４－４０７１�

　富山県立大学と市は、産業や教育、文化、ま

ちづくりなど幅広い分野で包括的な連携・協力

関係を推進することで合意し、４月１３日、市役

所で分家市長と中島恭一学長が協定書に調印し

ました。�

　県立大学は学内の地域連携センターを窓口に、

今までも市内２５社と研究協力を行ってきたが、

市町村と包括的な協定を結ぶのは初めて。中島

学長は「地域に開かれた大学として、多くの分

野で市と連携し、相乗効果でよい成果を収めたい」と話し、分家市長は「海・山・川など多くの資源を活かし、

大学の知と学生の発想力で市の顔となるものを開発していきたい」と話されました。�

　今後、両者幹部による連携推進会議を中心に様々な分野について協議されます。�

9 広報� 2006.5

浜風に乗って元気に泳げ�
―― 海王丸パークこいのぼり掲揚式 ――�

平等社会・共同参画をめざして�
�―― 男女平等・共同参画推進員委嘱状交付 ――�

　性別による不均衡を是正し、男女の共同参

画社会の実現に向けて４月１３日、射水市男女

平等・共同参画推進員４１人に分家市長より委

嘱状が交付されました。�

　小学校の通学区域を原則として、各地区か

ら選出された推進員は、交付から２年間、男

女共同参画社会の実現に向けて、地域におけ

る啓発・普及活動の中心的な役割を担います。�

　委嘱状交付式終了後、推進委員会では役員

の選出や事業計画などについて話し合いが行

われました。�

�

子孫繁栄と豊作を祈る！�
―― 赤井の親子獅子 ――�

　親獅子から子獅子が産まれる場面が特徴的で、

全国的にも珍しい赤井（旧大島町）の親子獅子

が４月１日、神楽岡神社の春季祭礼で舞われ、

多くの観光客が見物しました。�

　県の獅子舞百選にも選ばれている同獅子舞は

ユーモラスに時には厳粛に演じられる舞に、子

孫繁栄と豊作の祈りが込められ、幾世代にも受

け継がれてきました。舞の前には、つばさ保育

園児による手づくり獅子の創作獅子舞も行われ、

子どもたちの愛らしい姿に大きな拍手が送られ

ました。�

　５月５日の端午の節句に向け４月１４日、海王丸パークでこいの

ぼりの掲揚式が行われました。�

　式には八幡保育園の４・５歳児４３人が参加し、分家市長と一緒

に大きな声でこいのぼりの歌を歌いながらロープを引っ張ると、

こいのぼりが雲の波間をぬって元気よく泳ぎ始めました�

　また、同日、赤や黄色のペチュニアやマリーゴールドなどの苗

が植えられたプランター３００鉢で作られた花の迷路も開園し、園

児は花の中を元気に走り回りました。花の迷路は１１月まで設置さ

れ、四季折々の季節の花がパークを華やかに彩ります。�
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SPORTS

心
で
築
く
地
域
づ
く
り�

戸
破
公
民
館��

　
戸
破
公
民
館
は
、
戸
破
地
区

（
旧
小
杉
町
の
東
部
）の
県
道
富

山
・
高
岡
線
沿
い
に
あ
り
ま
す
。

　
心
で
築
く
地
域
づ
く
り
を
目

標
に
地
域
住
民
の
「
き
っ
か
け

づ
く
り
の
場
」「
異
世
代
交
流

の
場
」
に
な
る
よ
う
に
、
生
涯

学
習
を
展
開
し
て
い
ま
す
。�

　
特
に
、
学
校
週
５
日
制
が
実

施
さ
れ
て
以
来
、
子
ど
も
達
の

育
成
を
図
る
活
動
を
地
域
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
協
力
に
よ
り
、
数

多
く
の
体
験
活
動
を
行
っ
て
い

ま
す
。�

　
そ
の
中
で
「
夏
の
夕
べ
の
集

い
」
は
、
子
ど
も
達
が
中
心
に

な
り
地
域
の
人
々
の
心
の
絆
を

広
げ
る
大
切
な
行
事
に
な
っ
て

い
ま
す
。�

　
昨
年
は
、
地
域
の
高
齢
者
の

方
々
や
自
分
の
大
好
き
な
人
に

招
待
状
を
出
し
、
夕
食
の
「
カ

レ
ー
や
サ
ラ
ダ
・
デ
ザ
ー
ト
」

を
作
っ
た
り
、
会
場
を
準
備
し

た
り
と
子
ど
も
達
の
で
き
る
活

動
を
、
大
人
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
方
々
と
一
緒
に
行
い
ま
し
た
。

子
ど
も
達
の
記
憶
に
残
る
思
い

出
づ
く
り
を
第
一
に
心
が
け
ま

し
た
。�

　
ま
た
、
民
生
児
童
福
祉
委
員

の
方
々
の
協
力
に
よ
り
、
大
き

な
七
夕
の
笹
を
立
て
、
楽
し
い

ひ
と
と
き
を
過
ご
し
ま
し
た
。

七
夕
飾
り
の
短
冊
に
は
、
子
ど

も
達
の
健
や
か
な
成
長
と
幸
せ

を
祈
る
言
葉
が
多
く
書
い
て
あ

り
ま
し
た
。�

　
年
々
活
動
の
輪
が
広
が
っ
て
、

う
れ
し
い
限
り
で
す
。�

　
こ
れ
か
ら
も
地
域
の
み
な
さ

ん
の
参
加
を
得
て
充
実
し
た
公

民
館
活
動
を
展
開
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。�

スポーツ大好き！
　ちびっ子集まれー
スポーツ大好き！
　ちびっ子集まれー

射水市スポーツ少年団で�
現在活動している運動種目�

運 動 種 目�

　４月３０日（日）に小杉総合体育センターにおいて、射水

市スポーツ少年団総合結団式が行われました。�

　市内には、５８のスポーツ少年団があり、それぞれが自

主的な活動を展開しています。�

　スポーツ少年団の特徴は、特定のスポーツ種目のみを

行うのではなく、野外活動や文化・学習活動など、ジュニ

ア期に必要な幅広い分野でのさまざまな交流体験活動

を年間計画の中に組み入れ、活動を行っています。�

　スポーツ少年団には、小学生以上ならどなたでも加入

することができます。運動やスポーツに子供さんを参加

させてみたい、少年団活動に興味があるという保護者の

方は、どうぞ気軽に問い合わせください。�

教育委員会スポーツ課　☎５９－８０９３�

射水市スポーツ少年団総合結団式開催�

野　球�

サッカー�

バレーボール�

剣　道�

バスケットボール�

卓　球�

硬式テニス�

少林寺拳法�

ドッジボール�

柔　道�

空手道�

バドミントン�

ソフトテニス�

水　泳�

　　以上の１４種目�
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オーストラリアの結婚式�オーストラリアの結婚式�

新
刊
図
書
案
内�

平日は夜８時まで�

〜
お
近
く
の
図
書
館
に�

　
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
〜�

《
一
般
図
書
》�

小
心
者
の
技
術�

い
ま
ど
き
中
学
生
白
書�

�

こ
こ
ま
で
わ
か
っ
た
ア
ユ
の
本�

�

薬
局
の
し
く
み�

独
身
王
子
に
聞
け
！�

�

あ
の
頃
こ
ん
な
球
場
が
あ
っ
た�

�

オ
ー
ラ
の
条
件�

び
っ
く
り
館
の
殺
人�

�

べ
っ
ぴ
ん
ぢ
ご
く�

チ
ョ
コ
レ
ー
ト
コ
ス
モ
ス�

�

名
探
偵
は
ど
こ
に
い
る�

�

黒
い
太
陽�

火
喰
鳥�

野
性
の
条
件�

《
寄
贈
録
音
図
書（
テ
ー
プ
）》�

・
き
め
た
道
を
ま
っ
す
ぐ
に（
２
巻
）�

�

・
私
た
ち
の
教
育
提
言（
１０
巻
）�

�

音
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア「
あ
ゆ
の
風
」様�

よ
り�

《
中
央
図
書
館�

　
　
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
の
催
事
》�

「
水
野
行
偉
建
築
展
」�

５
月
３
日
　
〜
１０
日
　�

「
南
太
閤
山
デ
ジ
カ
メ
ク
ラ
ブ�

写
真
展
」�

５
月
１１
日
　
〜
２０
日
　�

「
コ
ー
プ
絵
手
紙
サ
ー
ク
ル�作品

展
」�

５
月
２１
日
　
〜
２８
日
　
�

バ
ラ
展 

高
岡
バ
ラ
会
主
催�

６
月
３
日
　
・
４
日
　�

会
場
　
中
央
図
書
館�

　
毎
年
切
花
や
鉢
植
え
の
バ

ラ
で
館
内
を
彩
る
好
評
の
展

示
会
で
す
。�

新
湊
図
書
館�

「
母
の
日
親
子
ふ
れ
あ
い
読
書
デ
ィ
」�

日
時
　
５
月
１３
日�

　
　
　
　
　
午
前
１０
時
よ
り�

日�月�火�水�木�金�土�

654321

○数字�休館日（全館）�
地域館の休館日�
中央館の休館日�

藤
沢
　
晃
冶��

魚
住
　
絹
代��

高
橋
　
勇
夫�

井
手
口
直
子��

牛
窪
　
　
恵��

佐
野
　
正
幸�

林
　
真
理
子��

綾
辻
　
行
人�

岩
井
志
麻
子��

恩
田
　
　
陸��

霧
舎
　
　
巧�

新
堂
　
冬
樹�

杉
本
　
章
子�

森
村
　
誠
一�

５月の図書館カレンダー�

田
中
　
耕
一��

松
下
ナ
ミ
子�

7 8 9 10 11 12 13

14 15 11 17 18 19 20

21 22 23 24 25 26 27

28 29 30 31

�

ＣＩＲ＝国際交流員�

アンドリュー・マカスキル�

　H
i 
E
veryone

!

（
皆
さ
ん
、

こ
ん
に
ち
は
！
）�

　
今
回
は
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の

結
婚
式
に
つ
い
て
書
き
ま
す
。

私
は
日
本
の
結
婚
式
に
２
回
出

ま
し
た
が
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

と
日
本
の
結
婚
式
の
習
慣
は
大

き
く
違
う
と
思
い
ま
し
た
。�

　
ま
ず
、
相
手
や
宗
教
の
関
係

に
も
よ
り
ま
す
が
、
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
で
は
婚
約
か
ら
結
婚
ま

で
少
な
く
て
も
６
か
月
か
１
年

あ
り
ま
す
。
昔
は
、
結
婚
ま
で

２
年
以
上
か
か
り
ま
し
た
！�

　
婚
約
中
、
一
緒
に
住
ん
で
み

た
い
（
同
棲
し
た
い
）
と
思
う

カ
ッ
プ
ル
は
非
常
に
多
い
で
す
。

同
棲
す
れ
ば
２
人
の
性
格
が
本

当
に
合
っ
て
い
る
か
ど
う
か
が

わ
か
り
ま
す
。
例
え
ば
、
色
々

な
困
難
に
直
面
し
、
そ
れ
を
２

人
で
乗
り
越
え
ら
れ
れ
ば
、
結

婚
し
た
後
も
一
緒
に
頑
張
れ
る

可
能
性
は
高
い
と
考
え
る
か
ら

で
す
。�

　
結
婚
式
の
費
用
は
、
日
本
と
同

じ
く
高
い
で
す
が
、
最
近
で
は
、

互
い
の
両
親
が
費
用
を
出
し
て
く

れ
る
こ
と
が
多
い
で
す
。
キ
リ
ス

ト
教
の
人
は
教
会
か
大
会
堂
で
式

を
行
い
、イ
ス
ラ
ム
人
は
モ
ス
ク（
イ

ス
ラ
ム
教
の
寺
院
）で
行
い
ま
す
。

一
方
で
、
私
の
よ
う
に
宗
教
が
な

い
人
は
公
園
や
ビ
ー
チ
、
池
の
前

な
ど
で
行
い
ま
す
。
そ
し
て
、
式

が
終
わ
る
と
結
婚
披
露
宴
が
あ
り

ま
す
。
そ
こ
で
カ
ッ
プ
ル
は
家
族

や
友
達
と
ゆ
っ
く
り
食
事
を

楽
し
み
ま
す
。
日
本
で
は
、

招
待
客
は
お
祝
い
と
し
て
お

金
を
出
し
ま
す
が
、
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
で
お
金
を
渡
す
の

は
珍
し
く
、
電
気
製
品
や
家

で
使
え
る
物
を
プ
レ
ゼ
ン
ト

し
ま
す
。
し
か
し
、
同
じ
物

を
た
く
さ
ん
も
ら
っ
て
も
困

る
の
で
、
多
く
の
カ
ッ
プ
ル
は
結

婚
式
の
招
待
状
と
一
緒
に
欲
し
い

プ
レ
ゼ
ン
ト
の
リ
ス
ト
を
同
封
し

ま
す
。
招
待
客
は
こ
の
リ
ス
ト
を

持
っ
て
デ
パ
ー
ト
に
行
き
、
店
員

は
買
っ
た
物
を
チ
ェ
ッ
ク
し
ま
す
。

こ
う
す
る
こ
と
で
、
同
じ
プ
レ
ゼ

ン
ト
に
な
る
こ
と
を
防
ぐ
の
で
す
。�

　
結
婚
式
の
前
、
花
嫁
（
ブ
ラ
イ

ド:bride

）の
女
性
の
友
人
２
〜

６
人
は
「
ブ
ラ
イ
ド
ズ
メ
ー

ド:bridesm
aid

」
に
な
り
、
ブ

ラ
イ
ド
を
手
伝
い
ま
す
。
ま
た
、

新
郎
（
グ
ル
ー
ム:groom

）
も

男
性
の
友
達
に
「
グ
ル
ー
ム
ズ
メ

ン:groom
sm
an

」
に
な
っ
て
も

ら
い
、
お
手
伝
い
を
頼
み
ま
す
。

そ
の
う
ち
の
一
人
は
「
ベ
ス
ト
マ

ン:best m
an

」
と
呼
ば
れ
、結
婚

式
で
カ
ッ
プ
ル
の
２
つ
の
指
輪
を

預
か
り
、
結
婚
披
露
宴
で
ス
ピ
ー

チ
を
し
ま
す
。�

　
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
親
友
が
結

婚
す
る
時
、
私
は
ベ
ス
ト
マ
ン
に

な
り
ま
し
た
。
結
婚
式
で
指
輪
を

交
換
す
る
時
、
聖
職
者
に
「
指
輪

を
く
だ
さ
い
」
と
言
わ
れ
、
私
は

預
か
っ
て
い
た
指
輪
を
渡
そ
う
と

し
ま
し
た
。
し
か
し
、
緊
張
し
て
、

手
が
ま
る
で
地
震
の
よ
う
に
震
え

て
い
ま
し
た
。
聖
職
者
は
両
手
を

使
っ
て
指
輪
を
取
ろ
う
と
し
ま
し

た
が
、
取
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ

れ
を
見
て
い
た
式
場
の
人
は
お
か

し
く
て
、
笑
っ
て
い
ま
し
た
。
そ

の
時
は
「
失
敗
だ
！
」
と
思
い
ま

し
た
が
、
今
で
は
良
い
思
い
出
で
す
。�

　
今
月
、
親
友
が
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
で
結
婚
し
ま
す
。
私
は
式
に
出

る
た
め
、
２
週
間
ぐ
ら
い
帰
国
し

ま
す
が
、
今
回
も
ベ
ス
ト
マ
ン
に

な
り
ま
す
。
今
回
は
も
っ
と
落
ち

着
い
て
、
頑
張
り
ま
す
。
そ
の
時

の
様
子
は
、
こ
の
広
報
で
お
伝
え

し
ま
す
の
で
、
お
楽
し
み
に
！�
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環境について考える�環境について考える�エコネット　いみず�

総
合
計
画
を
策
定
し
ま
す
！�

家庭から始めよう！地球温暖化対策�

住宅の省エネ化にチャレンジ�
●天井・床に断熱材をいれる�
●窓ガラスを複層ガラスに替えたり、窓ガラスに断熱
フィルムを貼る�

●高効率型給油器の導入（エコキュート、ガス発電・
給湯冷暖房システム、潜熱回収型給湯器）�

●太陽光発電システムを導入する�
●小型風力発電器を設置する�

市の補助制度�
地球温暖化対策の一環として二酸化炭素の排出抑制を
推進するため、次のとおり補助を行います。詳しくは
下記まで問い合わせください。�

住宅太陽光発電システム�
　建築住宅課住宅係（大門庁舎）　☎５２－７３９５�

家庭用小型風力発電機�
　環境課環境保全係（大島庁舎）　☎５２－７９６７�

車を運転するときはエコドライブをしましょう！�
●無用なアイドリングや空ぶかしをしない�
●急発進や急加速をしない�
●不要な荷物を積まない�
●エアコンの使用を控えめにする�

アメリカシロヒトリの防除について�
　防除の方法については、できるだけ薬剤を使用しない
で、樹木に巣を作っている枝を切り取り、踏み潰して燃
えるごみに出してください。この方法で防除ができない
くらいに幼虫が広がっている場合は、薬剤を使用するこ
とになりますが、使用量は最小限にとどめて適切に行っ
てください。�
�

薬剤を使用する場合の注意点について�
（１）害虫の発生実態を確実に把握し、適切な薬剤を使用して

ください。�
（２）薬剤適正使用基準を遵守してください。（薬剤容器等に

使用基準を説明してありますが、薬剤購入先などでも説
明を受けてください）�

（３）薬剤の保管・管理を厳重に行い、事故防止に努めてくだ
さい。�

（４）天候（風向き）、地形等の条件を十分考慮するとともに
薬剤散布従事者および周辺住民ならびに周辺環境に対し
危被害が及ばないよう適切な対策を講じてください。（マ
スクをする、手袋をする、窓を閉める、子どもに注意、
洗濯物にかからないようにするなど、隣接町内にも配慮
をしてください）�

住宅の断熱性能を高
くしたり、省エネ機器
を導入することも大
切な取組みね！�

■
総
合
計
画
と
は
？�

　
総
合
計
画
と
は
、
法
律
（
地
方
自
治
法
）
で
策
定
が
義
務
付
け
ら
れ
て

お
り
、
市
の
行
政
運
営
の
指
針
と
な
る
大
変
重
要
な
計
画
で
す
。
長
期
的

な
視
点
か
ら
射
水
市
が
目
指
す
将
来
像
と
そ
の
実
現
に
向
け
、
体
系
的
、

計
画
的
に
事
業
を
進
め
る
た
め
、
合
併
に
際
し
策
定
さ
れ
た
新
市
建
設
計

画
と
も
調
整
を
図
り
な
が
ら
策
定
し
ま
す
。
ま
た
、
射
水
市
の
各
種
計
画

の
最
上
位
に
位
置
付
け
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
今
後
は
こ
の
総
合
計
画
を
基

本
と
し
て
、
射
水
市
の
ま
ち
づ
く
り
が
進
め
ら
れ
て
い
き
ま
す
。�

■
総
合
計
画
の
構
成
は
？�

　
総
合
計
画
は
、
一
般
的
に
「
基
本
構
想
」「
基
本
計
画
」「
実
施
計
画
」

の
３
部
門
で
構
成
さ
れ
ま
す
。�

◇
基
本
構
想�

　
射
水
市
の
将
来
都
市
像
を
示
し
、
そ
れ
を
実
現
す
る
た
め
の
基
本
的
な

方
向
性
を
示
し
た
も
の
で
す
。
決
定
に
は
市
議
会
の
議
決
が
必
要
で
す
。�

◇
基
本
計
画�

　
基
本
構
想
の
実
現
に
向
け
、
基
本
的
な
施
策
を
体
系
的
に
示
し
た
も
の

で
す
。�

◇
実
施
計
画�

　
基
本
計
画
の
実
現
に
向
け
た
、
具
体
的
な
事
業
を
明
ら
か
に
し
た
も
の

で
す
。�

■
策
定
の
進
め
方
は
？�

　
総
合
計
画
は
、
平
成
１８
年
度
、
１９
年
度
の
２
か
年
で
策
定
し
、
平
成
２０

年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト
す
る
予
定
で
す
。
策
定
に
当
た
っ
て
は
、
県
・
市
議

会
議
員
、
学
識
経
験
者
、
公
募
に
よ
る
市
民
な
ど
で
構
成
す
る
「
総
合
計

画
審
議
会
」
を
設
置
し
、
こ
の
組
織
を
中
心
と
し
て
策
定
に
取
り
組
ん
で

い
き
ま
す
。�

　
ま
た
、
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
、
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ

メ
ン
ト
な
ど
を
通
し
て
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
意
見
を
広
く
集
約
し
、
市
民

参
画
型
の
総
合
計
画
の
策
定
を
目
指
し
て

い
き
ま
す
。�

�

　
今
後
も
こ
の
広
報
紙
面
で
総
合
計
画
に

つ
い
て
の
情
報
を
発
信
し
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
射
水
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
各

種
情
報
や
策
定
状
況
を
随
時
お
知
ら
せ
し

て
い
き
ま
す
の
で
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。�

問
合
せ
先
　
企
画
政
策
課（
小
杉
庁
舎
）　
☎
５７
ー
１
６
２
３�

各種計画�

射水市総合計画�

基本構想�

基本計画�

実施計画�

総合計画の構成イメージ�

エコ川柳�結果発表（春の茶会優秀作品）�
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊�

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊�

引き続きエコ川柳を募集しております。お気軽にご応
募ください。詳しくはホームページ「エコライフいみ
ず」をご覧ください。�
http://www2.city.imizu.toyama.jp/eco/

（森）�「これもだよ 孫も手伝う 資源ごみ」�

エコドライブの�
秘訣は安全運転！�
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相　　談　　名� 5　月� 6　月� 時　　間� 場　　　　　所� 備　　　　考�

困ったときには相談を…� 一人で悩まず相談してみてはいかがですか！�
時間と場所を確認し、ご相談ください。�

各
　
種
　
相
　
談
　
ご
　
と�

行政相談�

人権相談�

心配ごと相談�

成年後見制度相談�

無料法律相談�

結婚相談�

１日� ５日�
１０日� １４日�
１７日� ２１日�
２３日� ２７日�
１日� ５日�
２日� ７日�
１０日� １４日�
１７日� ２１日�
２３日� ２７日�
１日� ５日�

毎週月曜日（祝日除く）�
毎週水曜日（祝日除く）�
毎週水曜日（祝日除く）�
毎週水曜日（祝日除く）�

毎週水曜日（祝日除く）�

２４日� ２８日�

２５日� ２２日�

１２日� ９日�

２１日� １８日�
１１日� ８日�
１９日� １６日�
２日� ２日�

１９日� ２日・１６日�
２４日� ２８日�
１８日� １５日�
月・水・金曜日�
月曜日～金曜日�
月曜日～金曜日�

月曜日～金曜日�
（祝日除く）�

毎週水曜日�
（祝日除く）�

第１・２・４月曜日�
第３・５月曜日�

第１・２・４水曜日�
１９日� ２日・１６日�

１２日・２６日�９日・２３日�

１５日�

１７日� ２１日�
２４日� ７日�
１０日� １４日�
１１日� ８日�
１９日� １６日�
２４日�

８日・１９日�２日・１６日�
１１日� ８日�

毎週火・金曜日�
（祝日の場合は前日）�

１７日� ２１日�

５月は申込終了�
６月は１日から受付（先着順）�
☎５７－１６２７�

要２週間前より予約�
☎５５－２８１３�

先着順・予約優先�
☎５２－７９７４（直通）�

要予約�
☎８６－８５２２�

要予約　☎５５－２７９９�
E-mail:�
　smile@toyamav.net

＊子育て支援センター�
　開所時間中は、随時�
　保育士による子育て�
　相談を受け付けてい�
　ます。�

☎０７６－４４４－４４００�
☎２１－９４１１�

☎８２－１６７８�
☎８２－１９５３�
☎５６－２１４８�

☎・ＦＡＸ ５７－０１００�
E-mail:kodomo-soudan@�
city.imizu.toyama.jp

＊要予約�
　連絡先は上記と同じ�

要前日予約�
（８：３０～受付 定員６人）�
☎８２－８４５１�

住宅相談�

年金相談�

女性の心と生き方相談�

障害者巡回相談�

教育相談�
家庭児童・母子父子相談�
青少年育成相談�

子どもの悩み総合相談�

（心理カウンセラー�
　　　　　による相談）�

ほっとスマイル�
　　　　　子ども相談�

臨床心理士による�
　　　　　子育て相談�

認定心理士による�
　　　　　子育て相談�

保健師による育児相談�

子育て講演会�
暴力団などに関する困りごと相談�
交通事故相談�
巡回交通事故相談�

消費生活相談�

１３：３０～１６：００�

１３：００～１６：００�

１３：００～１６：００�

１４：００～１６：００�

１３：００～１６：００�

１３：００～１６：００�

１３：００～１５：３０�

９：００～１６：００�

１３：３０～１５：００�

１３：００～１６：００�

１９：００～２１：００�
１０：００～１５：００�

１０：００～１５：００�

１４：００～１６：００�

１３：００～１７：００�
９：００～１７：００�
８：３０～１７：００�

１４：００～１７：００�
１４：００～１８：００�
１４：００～１７：００�

１０：３０～１１：３０�

１０：４０～１１：３０�
１０：２０～１１：５０�
１０：４０～１１：３０�
１３：００～１６：００�
１３：００～１５：００�
１０：００～１５：００�

９：３０～１１：３０�

９：３０～１１：３０�

９：００～１７：００�

小杉社会福祉会館�
新湊交流会館�
大門総合会館�
大島社会福祉センター�
福王寺�
小杉社会福祉会館�
新湊福祉会館�
大門総合会館�
大島社会福祉センター�
福王寺�
小杉社会福祉会館�
新湊福祉会館�
大門総合会館�
大島社会福祉センター�
布目庁舎�

小杉庁舎�

小杉社会福祉会館�

大島庁舎�

新湊福祉会館�

新湊福祉会館�
新湊福祉会館�
小杉庁舎�
新湊庁舎�
新湊商工会議所�

働く婦人の家�
小杉庁舎�
新湊庁舎�
教育センター�
新湊庁舎�
少年育成センター�

小杉庁舎　１階�
子どもの悩み総合相談室�

子どもの権利支援センター�
「ほっとスマイル」�

小杉北部子育て支援センター�
小杉南部子育て支援センター�

大門子育て支援センター�

小杉北部子育て支援センター�
小杉南部子育て支援センター�
大島子育て支援センター�
下村子育て支援センター�
大島子育て支援センター�
小杉庁舎�
富山警察署分庁舎�
高岡総合庁舎�
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　国民健康保険の保健事業『元気ウォー
クスタンプラリー』の初回として「市
長と歩こう会」を開催します。新緑の
中、市長と一緒にウォーキングを楽し
みましょう。だれでも参加できます。�

休日在宅当番医・歯科医（診療時間　午前9時～午後5時）�
月　日�

５月３日�
（祝）�

越野医院（立町）（内）� ８２－２８５５�
５６－０３４６�
２９－０１８４�

高橋医院（黒河）（内）�
加須屋歯科医院（高岡市）�

５月４日�
（休）�

古野医院（八幡町）（外）� ８２－３９６４�
５２－２１５６�
５６－３３８９�

真生会富山病院（下若）（内・眼）�
たいとう歯科医院（太閤山）�

５月５日�
（祝）�

姫野病院(放生津町）（内）� ８４－００５５�
５６－７０８７�
２８－２２６６�

パスコこどもクリニック（中太閤山）（小）�
米沢歯科クリニック（高岡市）�

５月７日 �
（日）�

梅崎医院（本町）（小）� ８４－５０４５�
５６－５７７５�
２７－７６１８�

摂津小児科医院（中太閤山）（小）�
八田歯科医院（高岡市）�

 医　院　・　病　院� 電  話� 月　日�

５月１４日�
（日）�

尾島医院（桜町）（外）� ８４－８５５２�
５６－７３６６�
２５－８１２９�

海木クリニック（中太閤山）（整・内・麻）�
岩崎歯科医院（高岡市）�

５月２１日�
（日）�

矢野神経内科医院（本町）（内）� ８２－５１５０�
５６－８５７７�
２５－７５００�

おおむら耳鼻咽喉科医院（東太閤山）（耳鼻咽）�
わたなべ歯科医院（高岡市）�

５月２８日�
（日）�

万葉クリニック（七美）（内）� ８６－８７８７�
５２－３５５３�
２３－４６７３�

浅山外科胃腸科医院（八塚）（外・胃）�
元井歯科医院（高岡市）�

６月４日�
（日）�

麻生内科医院（中新湊）（内）� ８２－３７１０�
５２－０２８８�とよた小児科クリニック（小島）（小）�
７２－００１６�長谷川歯科医院（氷見市）�

 医　院　・　病　院� 電  話�

成人の検診�

集団検診日程�
項　　　　目� 対　象　者� 対象地区� 実　施　日� 受付時間� 会　　　　場�

肺・結核検診�

胃検診�

肺　検　診：４０歳以上�
結核検診：６５歳以上�

１８歳以上�

子宮がん・乳房検診�
子宮検診：２０歳以上�
乳房検診：１８歳以上�

６月１日（木）�
９：３０～１１：３０�

あゆの風センター�
１３：３０～１５：００�

６月２日（金）� ９：３０～１１：３０�庄西公民館�

６月１日（木）�
９：３０～１１：３０�

太閤山公民館�
１３：３０～１５：００�

６月１日（木）�

６月２日（金）�
９：３０～１１：３０�大門総合会館�

６月１日（木）�

６月２日（金）�

１３：３０～１５：００�常磐町公民館�

１３：３０～１４：００�下村三箇公民館�

１４：３０～１５：００�下村白石コミュニティ�

６月１日（木）�
８：３０～９：３０�

あゆの風センター�

６月２日（金）� 庄西公民館�

６月１日（木）� ８：３０～９：３０�太閤山公民館�

６月１日（木）�
１３：３０～１４：００�

あゆの風センター�

６月２日（金）� 庄西公民館�

６月５日（月）�１３：３０～１４：００�小杉保健センター�

新湊�

小杉�

大門�

大島�

下�

新湊�

小杉�

新湊�

小杉（太閤山）�

※対象地区以外で検診等を受診される場合は、お住まいの地区の保健センターへご連絡ください。�

　国民健康保険の保健事業『水中ウォーク教室』を開催します。
水中では、足腰に負担をかけずに運動することができます。楽し
くからだを動かすことでシェイプアップやストレス解消をしませ
んか？ だれでも参加できます。�

水中ウォーク教室 参加者募集�

回�

海　竜�
スポーツ�
ランド�

とやま�
健　康�
パーク�

・講義「水中運動の効果」�
　（１回目のみ）�
�
・準備体操�
・みんなで楽しく水中運動�

・生活体力測定�
・運動処方�

１�

２�

３�

４�

５�

６�

５月３１日（水）�

６月７日（水）�

６月１４日（水）�

６月２１日（水）�

６月２８日（水）�

７月５日（水）�

１３：４０～１５：００�

１３：４０～１４：４０�

１０：００～１５：００�

月　　日� 時　間� 内　　容� 場　所�

参　加　費：無料　ただし6回目は昼食代（800円）を徴収します。�
送　　　迎：6回目のみバスが出ます。海竜スポーツランドは現地集合です。�
定　　　員：20名（定員になり次第締め切ります。）�
申 込 方 法：5月10日（水）から電話で�
申込・問合せ先：健康推進課（新湊庁舎）☎82－1954

　そのほか各地区でいみず探見ウォーク（４回）、室内ウ
ォーク（５回）を開催します。日程や集合場所等は「健康
カレンダー」や市長と歩こう会で配るスタンプシートで確
認ください。�
問合せ先　健康推進課（新湊庁舎）☎８２－１９５４�

「市長と歩こう会」に�
　参加しましょう！�

と　　き　5月13日（土）＊雨天決行�
集合時間　午前9時30分�
集合場所　中太閤山公民館横 芝生広場�
　　　　（雨天の場合は公民館内集会所）�

コース　薬勝寺池公園周辺（約3.5ｋｍ）�
持ち物　飲み物（お茶など）、雨具（雨天の場合）�
その他　参加された方に「健康ウォーク手帳2006→2007」�
　　　　をプレゼントします。�

○「射水市健康カレンダー」に掲載の基本健康診査指定医療機関のうち、稲垣内科医院（小杉地区）は、該当しな�
　くなりましたので、ご注意ください。�
○前立腺がん検診の予約はお済みですか。「射水市健康カレンダー」の日程をご確認になり、予約してください。�
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５月９日（火）�
５月１０日（水）�
５月１９日（金）�
５月１６日（火）�
５月１２日（金）�
５月１７日（水）�
５月１９日（金）�
５月１１日（木）�
５月１８日（木）�
５月２５日（木）�
５月２４日（水）�
５月２６日（金）�
５月３１日（水）�
５月１１日（木）�
５月２３日（火）�
５月３０日（火）�
５月２２日（月）�
５月２４日（水）�
５月２０日（土）�
５月２７日（土）�
５月１８日（木）�
５月１９日（金）�
５月２３日（火）�
５月２９日（月）�
５月１１日（木）�
５月１６日（火）�
５月２６日（金）�
５月３０日（火）�
５月１７日（水）�
５月２３日（火）�
５月２６日（金）�
５月３１日（水）�
５月９日（火）�
５月１０日（水）�
５月１１日（木）�

５月１２日（金）�

５月１６日（火）�

５月１８日（木）�

５月１９日（金）�

５月２４日（水）�

５月２５日（木）�

５月２６日（金）�

５月３０日（火）�

月� 最近よく聞くジェネリックって何？　後発医薬品について�
ものが、飲み込みにくいとき�
手の腱鞘炎�
美しい口もと�
下半身の病気に効く腰部硬膜外ブロック�
在宅医療�

火�
水�
木�
金�

土・日�

保険医協会の�
健康テレホンサービス�

5月のテーマ�
☎076－442－0003

保健だより�保健だより�Ｈ18年5月�
・1歳6か月児健診、3歳6か月児健診、予防接種は、�
　個人通知をしませんので、毎月の広報「いみず」を見�
　て会場へお越しください。�

問合せ先�

「保健センターだより」をご覧ください�
　ケーブルテレビ５チャンネル、市行政番組「射水市ホット
情報」で、「射水市保健センターだより」が放送されています。�
　健康に関する情報や話題がいっぱいのこの番組をぜひご覧
ください。�

母と子の健康診査・教室・相談・予防接種�
項　　　　目� 対　象　者� 対象地区� 実　施　日� 受付時間� 会　　　　場�

健診�

教室�

相談�

予防�
接種�

Ｈ１８年１月生�

Ｈ１６年１０月生�

Ｈ１４年１１月生�

１歳６か月児�
（Ｈ１６年10月生）�
３歳児（Ｈ１５年５月�
生）の教室参加者�

２歳児（Ｈ１６年５月生）�
２歳６か月児�
（Ｈ１５年１１月生）の�
教室参加者�

妊婦�

生後８か月まで�

生後９か月以降�

Ｈ１８年１月生�

Ｈ１７年１月～�
Ｈ１７年１２月生及び�
小杉、下地区の�
Ｈ１６年１２月１８日～�
Ｈ１９年１２月３１日生�

妊婦�
妊婦とその夫�
生後６か月～１歳児の両親�

小杉・下�
新湊�
大門�
大島�
小杉・下�
大門・大島�
新湊�
大門・大島�
小杉・下�
新湊�
大門・大島�
小杉・下�
新湊�
新湊�
大門・大島�
小杉・下�
全市�
全市�
全市�
全市�

全市�

全市�

新湊�
小杉・下�
大門�
大島�
大島�
大門�
小杉（三ケ・橋下条）�
新湊（堀岡・海老江�
　　　・本江・七美）�
小杉（戸破・池多）�
新湊�
（塚原・放生津・片口）�
小杉（太閤山・大江�
　　　・黒河・金山）�
小杉（中太閤山　�
　　　・南太閤山）�
下�
新湊�
（新湊・中伏木・作道）�
全市（未接種者）�

１３：００～１３：２０�

１３：００～１３：２０�

１３：００～１３：２０�

１３：００～１３：２０�

１３：００～１３：２０�

１３：１５～１３：３０�
９：１５～９：３０�
９：１５～９：３０�
９：１５～９：３０�

９：３０～１０：００�

１３：００～１３：３０�

９：３０～１０：００�

１３：００～１４：００�
１３：３０～１４：３０�
１３：３０～１４：００�
１３：３０～１４：００�
１３：３０～１４：３０�
１３：３０～１４：３０�
１３：３０～１４：３０�

１３：３０～１４：３０�

１３：３０～１４：３０�

１３：００～１４：００�

１３：３０～１４：３０�

１３：３０～１４：３０�

１３：３０～１４：００�

１３：００～１４：００�

１３：３０～１４：３０�

小杉保健センター�
射水市民病院�
大門保健センター�
大島保健センター�
小杉保健センター�
大門保健センター�
新湊保健センター�
大門保健センター�
小杉保健センター�
新湊保健センター�
大門保健センター�
小杉保健センター�
新湊農村環境改善センター�
新湊農村環境改善センター�
大門保健センター�
小杉保健センター�
小杉保健センター�
新湊保健センター�
大島保健センター�
小杉保健センター�
大島保健センター�
大門保健センター�
小杉保健センター�
新湊保健センター�
小杉保健センター�
新湊保健センター�
下村保健センター�
大門保健センター�
新湊農村環境改善センター�
小杉保健センター�
大門保健センター�
大島保健センター�
大島保健センター�
大門保健センター�
小杉保健センター�

新湊農村環境改善センター�

小杉保健センター�

新湊農村環境改善センター�

小杉保健センター�

小杉保健センター�

下村保健センター�

新湊農村環境改善センター�

大島保健センター�

3～4か月児健康診査�

ぴよぴよ相談�
（育児・母乳相談、�
　　　　　離乳食実習）�

にこにこ相談�
（育児・栄養相談）�

ＢＣＧ�

ポリオ生ワクチン�
（小児マヒ）�

むし歯予防教室�
（1歳6か月児・3歳児）�

むし歯予防教室�
（2歳児・2歳6か月児）�

マタニティー教室①《要申込み》�
マタニティー教室②《要申込み》�
もうすぐパパママ教室《要申込み》�
新米パパママ教室《要申込み》�

1歳6か月児健康診査�

3歳6か月児健康診査�
（むし歯予防教室�
　　　　3歳6か月児）�

・健康推進課（新湊庁舎）�
・新湊保健センター�
・小杉保健センター�
・大門保健センター�
・大島保健センター�
・下村保健センター 

TEL82－1954　FAX82－3175�
TEL82－8416　FAX82－8419�
TEL56－3007　FAX56－3008�
TEL52－7070　FAX52－7071�
TEL52－7970　FAX52－5595�
TEL59－8021　FAX59－8022
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TEL82－8100
時間外医療相談（無料）�

健康や病気に関する疑問やセカンドオピニオンに
ついて、院長・副院長が毎月応対いたしますので、
気軽にご相談ください。（事前予約必要）�

射水市民病院� Hospital

食中毒を防ぐには�

医事課栄養管理係　係長�

まき　の　　じゅん　こ�

牧野　順子�

　風薫る五月、一年の中でと
てもさわやかな季節を迎えま
した。�
　ところが、この快適な季節
から食中毒の原因となる細菌
も徐々に活動を開始します。
細菌性食中毒は、食品中で大
量に増殖した菌（腸炎ビブリ
オ、腸管出血性大腸菌、サル
モネラ属菌等）を食品と一緒
に食べた後、さらに腸管内で
増殖（潜伏期間）して発症し

ます。症状は、おもに発熱を伴う急性胃腸炎です。�
　今月は、細菌性食中毒の予防についてお知らせします。�
　予防の１番は、細菌をつけないことです。食材はい
つも新鮮なものを用い、手洗いの励行、傷のあるとき
は使い捨て手袋の使用などで注意をしましょう。まな
板（魚・肉用と野菜用に区分）、食器類は清潔にし、
ネズミや昆虫による汚染を防ぎましょう。�
　予防の２番は、菌を増やさないことです。食品は長
時間室温に放置しないで低温で保管しましょう。（生
鮮食品は冷蔵庫中で２日を限度とする）また、食べる
前に十分に加熱殺菌し、調理後早い時期に食べること
も大切です。�
 以上のことを参考に、衛生的で楽しい食生活を送りま
しょう。�

日　時　５月２９日（月）�
　　　　午後５時３０分～７時�
場　所　エントランス医療相談室�
問合せ先　健康管理センター　☎８２－８１００�

糖尿病教室のお知らせ�
毎週金曜日に糖尿病教室を行っています。糖尿病
で治療を受けている方、糖尿病の患者を家族にお
持ちの方など、ぜひご参加ください。�

日　時　毎週金曜日　午後１時３０分～３時�
場　所　市民病院２階会議室�

子宮がん施設検診（住民健診）を受けましょう！�
若年性の子宮がん増加に伴い、子宮頸がん検診の
対象年齢が２０歳からに引き下げられました。年
に一度は子宮がん検診を受けましょう。�
子宮がん検診は、月～金曜日の午前中、婦人科外
来で受付します。�
期間は、平成１８年６月１日から１２月２０日までです。�
受診券を持参のうえ来院してください。�
受診券が手元にない方は、最寄りの保健センター
でご確認ください。�

（仮称）新湊大橋ってどんな橋？� 　1989年、国連は、紛争や貧困にあえぎ、明日
の命をも保障されない子ども達の悲惨な状況を憂
慮し、世界中のすべての子ども達が安心して生き
ることができるよう「子どもの権利条約」を採択
しました。日本においても1994年に批准してい
ます。�
　昨今、いじめや児童虐待をはじめ、子どもが加
害者や被害者になる事件が数多くあり、子どもが
伸び伸びと健やかに生きることが大変難しくなっ
ています。また、本来家庭で培われてきた、規則
正しい生活習慣や社会の一員としてのルールが身
についていない子どもが増えてきています。�
　子どもが健やかに成長するために必要な「子ど
もの権利」とは、どういうものなのか、来月から
このコーナーで「子どもの権利条約」の内容につ
いてお伝えします。�
　ご意見は、少子化対策・子どもの権利班（新湊
庁舎）まで�

E-mail:kodomo@city.imizu.lg.jp�
☎82－1965　FAX82－8269

　みなと交流館は、港の役割と（仮称）新湊
大橋の事業内容を分かりやすく紹介してくれ
る施設です。�
　施設内には、パネルや模型を使って、（仮称）
新湊大橋がどんな橋なのか、また、現在の施
工状況そして富山新港にはどこの国から船が
来ているのかなど、みなと情報が満載です。�
　世界とつながる「みなと」を実感してくだ
さい。（入場は無料です。）�

住　　所�
　射水市海王町２番地�
（海王丸パーク駐車場内）�
開館時間�
　午前９時～午後４時�

休　館　日�
　月曜日（祭日の場合は翌日）�
問合せ先�
　みなと交流館�
　☎８２－１２０１�

そうだ！
�

みなと交
流館へ�

行ってみ
よう�

そうだ！
�

みなと交
流館へ�

行ってみ
よう�

５月１２日（金）�糖尿病の検査と治療�岩井中内科部長�
５月１９日（金）�食事療法と単位配分�栄　　養　　士�
５月２６日（金）�糖尿病と合併症� 岩井中内科部長�
６月２日（金）�油脂（表５）と外食� 栄　　養　　士�

月　日� 内　　容� 担　　当� 備　考�

射水市民病院�射水市民病院�射水市民病院�
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みんなでつくる、ふれあう、燃える夏の熱い祭典！�

日　時　8月6日（日）　午後2時から�
場　所　小杉庁舎周辺�
テーマ　総合テーマ「みんなでつくる、ふれあう、燃える夏の熱い祭典」�
　　　　製作テーマ「花　華　はな　・・・」新生射水市が花開くように�
内　容　本みこしパレード�
　　　　創作みこしパレード（テーマ・フリー・パフォーマンス部門）�
　　　　アトラクション、民謡、花火、食の広場�
表　彰　小杉みこし大賞　　　　　　　　　　　　　1基�
　　　　テーマ・フリー・パフォーマンス各部門　　1基�
　　　　特別賞　　　　　　　　　　　　　　　　　3基�

みこしパレードに参加する団体には、参加費や製作経費を助成します。�
奮ってご参加ください。�
申込期限　6月15日（木）�
申　込　先　小杉まつり実行委員会事務局（射水市役所新湊庁舎）�

〒934－8555　射水市本町二丁目10番30号　電話82－1958（観光振興課）�
※各地区行政センターにおいても申し込み受付を行っています。�

5月オー
プン�

特別養護老人ホーム「太閤の杜」�
たい こう　　　もり�

　新設特別養護老人ホーム「太閤の杜」のユニット型個
室は、全室個室で１ユニット10人になっています。個
室では、長い間使い慣れた家具や大切にしている品々な
どを自由に持ち込み、今まで自分が暮らしてきたのと同
じような生活環境空間をつくり、自由な生活を楽しむこ
とができます。また、ユニットの仲間と家族に近い関係
づくりをし「もう一つの家族」となれるように入居者一
人ひとりの生活を大切にしていきたいと考えています。
職員一同、精一杯支援いたしますのでよろしくお願い致
します。�

施
設
の
特
徴�

　
大
き
な
薬
勝
寺
池
公
園
の
豊
か
な
自
然
を
満
喫
し
な
が
ら
、

や
す
ら
ぎ
の
あ
る
生
活
が
で
き
ま
す
。�

　
居
室
は
す
べ
て
個
室
で
６０
室
（
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
の
居
室

１０
室
含
む
）
が
あ
り
ま
す
。
ユ
ニ
ッ
ト
型
個
室
は
す
べ
て

２
階
に
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
６
ユ
ニ
ッ
ト
６０
室
が
あ
り
１

ユ
ニ
ッ
ト
１０
人
の
方
々
が
生
活
し
ま
す
。
ま
た
、
１
ユ
ニ

ッ
ト
に
は
そ
れ
ぞ
れ
共
同
生
活
室
が
あ
り
他
の
入
居
者
と

団
欒
が
で
き
、
リ
ビ
ン
グ
に
は
調
理
台
、
シ
ン
ク
流
し
台
、

炊
飯
器
な
ど
が
あ
り
ま
す
。�

　
各
ユ
ニ
ッ
ト
に
、
４
か
所
の
個
室
に
ト
イ
レ
、
１
か
所
の

共
同
ト
イ
レ
を
設
置
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
全
て
の
個
室

に
洗
面
台
、
そ
の
上
に
収
納
棚
を
設
置
し
て
あ
り
ま
す
。�

　
個
室
は
、
８
畳
の
広
さ
が
あ
り
ベ
ッ
ド
を
ど
の
方
向
に
も

置
け
る
ス
ペ
ー
ス
が
あ
り
ま
す
。�

　
ユ
ニ
ッ
ト
毎
に
個
浴
ま
た
は
コ
ン
パ
ク
ト
車
椅
子
入
浴
装

置
が
あ
り
、
ゆ
っ
た
り
と
入
浴
し
て
い
た
だ
け
ま
す
。�

　
１
階
に
は
、
喫
茶
店
、
理
容
室
、
売
店
な
ど
を
設
置
し
、
ご

自
由
に
利
用
で
き
ま
す
。�

施
設
概
要�

　
入
　
　
所
　
　
　
　
　
５０
人�

　
シ
ョ
ー
ト
　
　
　
　
　
１０
人�

　
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
通
所
人
員
　
３０
人�

所
　
在
　
地
　
中
太
閤
山�

　
　
　
　
　
　
　
１８
ー
１
ー
２�

敷
　

地
　

面
　

積
　

　
８
、０
０
０
㎡�

鉄
骨
造
２
階
建
　

　
５
、３
３
０
㎡�

問
合
せ
先�

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
「
太
閤
の
杜
」�

　
　
　
　
　
☎
５６
ー
８
７
２
７�

そ
の
他
事
業
所
問
合
せ
先�

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー�

　
　
　
　
　
☎
５６
ー
８
７
３
０�

居
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー�

　
　
　
　
　
☎
５６
ー
８
１
１
０�

太閤山環状線

JR小杉駅�

●アル・プラザ�

市役所●�
小杉庁舎�

パスコ●�
薬勝寺池●�
公園�
薬勝寺池●�
公園�

●環境科学センター�

太閤山ランド�

駅
南
通
り�

太閤の杜�
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※
自
薦
、
他
薦
は
問
い
ま
せ
ん
。
こ
の
コ
ー
ナ
ー
に
登
場
し
て
み
ま
せ
ん
か
。�

　
ご
連
絡
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
秘
書
広
報
課
　
☎
57
―
１�
6��
2�
１
�

理
想
の
音
色
を
探
求�

大
門
中
学
校
吹
奏
楽
部
　
稲
垣
　
　
綾
さ
ん�

宮
原
　
　
泉
さ
ん�

北
村
　
吏
絵
さ
ん�

Vol .6

　
音
楽
室
に
入
る
と
、
心
地
よ
く

繊
細
な
フ
ル
ー
ト
の
音
色
が
響
き

渡
る
。
３
つ
の
音
色
が
幾
重
に
も

重
な
り
合
い
美
し
い
ハ
ー
モ
ニ
ー

を
醸
し
出
し
、
そ
っ
と
耳
に
語
り

か
け
る
。�

　
大
門
中
学
校
吹
奏
楽
部
の
３
人

の
少
女
が
、
３
月
２１
日
に
岩
手
県

盛
岡
市
で
開
催
さ
れ
た
「
第
２９
回

全
日
本
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
コ
ン
テ
ス
ト
」

に
出
場
し
た
。
演
奏
曲
は
「
フ
ル

ー
ト
の
た
め
の
三
重
奏
曲
　
１
」
。

３
人
の
奏
で
る
フ
ル
ー
ト
の
音
色

が
会
場
の
観
客
と
審
査
員
の
心
に

響
き
、
見
事
銀
賞
を
獲
得
し
た
。�

　
全
国
大
会
出
場
ま
で
の
道
の
り

は
平
坦
で
は
な
か
っ
た
。
ま
ず
、

１
校
か
ら
４
団
体
し
か
出
場
で
き

な
い
た
め
、
校
内
選
考
会
が
行
わ

れ
た
。
「
１２
月
に
３
人
で
団
体
を

結
成
し
て
以
来
、
思
う
よ
う
に
音

が
出
せ
ず
、
ケ
ン
カ
を
し
て
泣
い

た
こ
と
も
何
度
も
あ
っ
た
。
始
め

の
頃
は
、
部
内
で
は
下
手
な
部
類

だ
っ
た
」
と
ふ
り
返
る
。

３
人
は
、
フ
ル
ー
ト
上

達
の
た
め
に
、
ま
ず
生

活
態
度
を
見
直
す
こ
と

か
ら
始
め
た
。
「
あ
い

さ
つ
を
し
っ
か
り
と
、

ト
イ
レ
の
清
掃
を
行
う・・・

な
ど
」
。
「
日
常
生
活

の
乱
れ
が
、
フ
ル
ー
ト

の
音
色
を
乱
す
」
と
考

え
た
か
ら
だ
。
生
活
態

度
を
改
め
て
以
来
、
フ

ル
ー
ト
の
腕
は
メ
キ
メ

キ
と
上
達
し
た
そ
う
だ
。

校
内
選
考
で
選
ば
れ
、

高
岡
地
区
予
選
、
県
大

会
、
北
陸
大
会
と
全
て

の
大
会
で
金
賞
を
受
賞

し
、
全
国
大
会
へ
と

駒
を
進
め
た
。�

　
「
全
国
大
会
で
は
、

平
常
心
で
気
持
ち
よ

く
演
奏
で
き
た
。
結

果
に
は
満
足
し
て
い

ま
す
」
と
、
３
人
は

笑
顔
で
話
す
。
他
校

の
出
場
者
は
、
高
校

へ
の
進
学
を
控
え
た

３
年
生
の
年
長
者
ば

か
り
で
、
出
場
前
に

は
「
が
ん
ば
っ
て
ね
」

と
応
援
さ
れ
な
が
ら
ス
テ
ー
ジ
に

臨
ん
だ
。
「
全
国
大
会
は
良
い
音

色
で
演
奏
す
る
の
が
当
た
り
前
。

全
国
レ
ベ
ル
と
の
違
い
を
痛
感
し
た
」

と
大
会
の
印
象
を
話
す
。�

　
現
在
、
夏
に
開
催
さ
れ
る
吹
奏

楽
コ
ン
ク
ー
ル
に
向
け
練
習
に
励

ん
で
い
る
。
良
い
音
楽
を
聴
き
イ

メ
ー
ジ
を
膨
ら
ま
せ
る
練
習
、
タ

ン
ギ
ン
グ
な
ど
の
息
づ
か
い
の
練

習
な
ど
、
楽
器
を
持
た
な
い
時
間

も
新
た
な
可
能
性
に
向
け
練
習
に

打
ち
込
む
。�

「
フ
ル
ー
ト
が
大
好
き
で
、
高
い

も
の
を
求
め
、
一
生
懸
命
努
力
す

る
３
人
。
ア
ド
バ
イ
ス
を
素
直
に

受
け
、
吸
収
し
着
実
に
進
歩
し
て

き
た
。
こ
れ
か
ら
も
、
よ
り
高
い

レ
ベ
ル
を
目
指
し
、
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ

プ
し
て
い
っ
て
ほ
し
い
」
と
、
吹

奏
楽
部
顧
問
の
明
先
生
は
、
３
人
を

激
励
し
た
。�

No.
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伝統の舞
を受け継

ぐ�

稚児の秋
�

今回は�射水市立 下村小学校の�
　
下
村
小
学
校
の
音
楽
室
か
ら
は
、

美
し
い
マ
リ
ン
バ
の
音
色
が
聞

こ
え
て
き
ま
す
。�

　
音
楽
だ
け
で
は
な
く
、
ふ
る

さ
と
の
自
然
や
人
と
の
ふ
れ
あ

い
を
大
切
に
し
て
、
わ
た
し
た

ち
は
、
豊
か
な
心
を
育
て
て
い

ま
す
。�

　
朝
活
動
の
栽
培
タ
イ
ム
で
は
、

全
校
み
ん
な
で
四
季
折
々
の
花

を
大
切
に
育
て
、
そ
の
花
を
フ

ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
に
し
て
、

誕
生
日
の
友
達
や
先
生
方
に
プ

レ
ゼ
ン
ト
し
て
い
ま
す
。
ほ
か

に
も
、
朝
の
活
動
に
は
運
動
・

歌
声
・
お
話
タ
イ
ム
が
あ
り
、

毎
朝
み
ん
な
が
顔
を
合
わ
せ
、

気
持
ち
の
よ
い
一
日
の
ス
タ
ー

ト
を
切
っ
て
い
ま
す
。�

　
ま
た
、
下
村
小
学
校
な
ら
で

は
の
活
動
と
し
て
、
全
校
相
撲
、

や
ぶ
さ
め
米
作
り
、
俳
句
教
室
、

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
な
ど
が
あ
り
、

地
域
の
方
に
教
え
て
い
た
だ
き

な
が
ら
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。�

　
下
村
は
流
鏑
馬
や
お
田
植
祭
、

稚
児
舞
な
ど
古
く
か
ら
の
歴
史

と
伝
統
が
残
る
地
域
で
す
。
こ

れ
か
ら
も
ふ
る
さ
と
の
伝
統
に

誇
り
を
も
ち
、
大
切
に
守
り
受

け
継
い
で
い
き
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。�

～大島北野河川公園～�

Vol.6

　
大
島
北
野
地
区
の
庄
川
河
川
敷
に
は
、

一
面
芝
生
が
広
が
っ
た
「
大
島
北
野
河

川
公
園
」
が
あ
り
ま
す
。�

　
園
内
は
、
と
て
も
開
放
感
に
あ
ふ
れ

た
公
園
で
、
”多
目
的
広
場
“
”わ
ん
ぱ

く
広
場
“
”ピ
ク
ニ
ッ
ク
広
場
“
”ふ
れ

あ
い
広
場
“
の
４
つ
の
ス
ペ
ー
ス
に
分

か
れ
て
い
ま
す
。�

　
そ
の
中
で
も
お
勧
め
は
、
バ
ー
ベ
キ

ュ
ー
が
楽
し
め
る 

”ピ
ク
ニ
ッ
ク
広
場
“
で

す
。
屋
根
付
き
の
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
卓
が

設
置
さ
れ
て
い
て
、
休
日
な
ど
は
利
用

者
が
た
く
さ
ん
訪
れ
ま
す
。�

　
ま
た
、
子
ど

も
に
大
人
気
な

の
が
”
わ
ん
ぱ

く
広
場
“
の「
じ

ゃ
ぶ
じ
ゃ
ぶ
池
」

で
す
。
上
に
乗

っ
て
飛
び
跳

ね
る
と
水
が

飛
び
出
し
た
り
、

ポ
ン
プ
を
押
す
と
鼻
か
ら
水
が
出
る
象

の
遊
具
が
あ
っ
た
り
と
、
子
ど
も
が
水
・

緑
・
空
に
囲
ま
れ
、
自
然
と
ふ
れ
あ
い

な
が
ら
遊
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。�

　
こ
れ
か
ら
段
々
暑
く
な
る
時
期
に
は
、

家
族
み
ん
な
で
の
ん
び
り
過
ご
す
の
も

良
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。�

�

住
　
　
所
　
射
水
市
大
島
北
野�

開
園
時
間
　
終
日
開
園
・
無
休�

駐 

車 

場
　
４０
台�

ア
ク
セ
ス
　
Ｊ
Ｒ
越
中
大
門
駅
か
ら
徒
歩

　
　
　
　
　
約
２５
分�

申
し
込
み
　
大
島
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー�

　
☎
５２�
―
８
１
８
５�

※
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
や
、
ス
ポ
ー
ツ
な
ど

　
で
多
目
的
広
場
を
使
用
す
る
方
は
、

　
申
し
込
み
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。�

※
休 

館 

日
：
火
曜
日
、�

　
開
館
時
間
：
午
前
９
時
〜
午
後
９
時�
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詳細な情報については�
問合せ先で�

確認してください�

infomation

募
　
　
　
集

(em portugues)�
Data e tempo: 15 de maio (Segunda-feira) �

de 14:00 para 17:00 �
Local: prefeitura de Imizu－Kosugi Chosha�

      Sala de reuniao－201.

ポルトガル語�
困りごと・生活相談�

日時　５月１５日（月）１４：００～１７：００�
場所　射水市役所小杉庁舎２０１会議室�

CONSULTAS DE PROBLEMAS E
SOBRE A VIDA DIARIA

エ
ア
ゾ
ー
ル
式
簡
易
消
火
具
に
注
意
！�

◎
エ
ア
ゾ
ー
ル
式
簡
易
消
火
具
の
取
扱
い
に
関
す
る�

　
一
般
的
注
意
事
項�

○
品
質
保
証
期
間
が
過
ぎ
た
ら
、
廃
棄
す
る
。�

○
廃
棄
方
法
は
、
製
造
事
業
者
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
を
参
考�

　
に
す
る
。�

○
定
期
的
に
、
外
観
を
点
検
し
、
異
常
を
認
め
た
時
は
速
や�

　
か
に
廃
棄
す
る
。�

○
サ
ビ
や
高
温
は
破
裂
の
原
因
と
な
る
た
め
、
腐
食
が
発
生�

　
し
や
す
い
著
し
く
多
湿
で
あ
る
場
所
や
自
動
車
内
や
ガ
ス�

　
コ
ン
ロ
・
ス
ト
ー
ブ
の
近
く
・
直
射
日
光
の
あ
た
る
場
所�

　
な
ど
の
高
温
と
な
る
所
や
腐
食
が
促
進
さ
れ
る
お
そ
れ
の�

　
あ
る
冷
蔵
庫
や
電
子
レ
ン
ジ
等
の
振
動
が
発
生
す
る
場
所�

　
に
は
設
置
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。�

問
合
せ
先
　
射
水
消
防
署
　
予
防
課
　
☎
５６
ー
９
４
８
２�

　
　
　
　
　
新
湊
消
防
署
　
予
防
課
　
☎
８２
ー
８
３
３
７�

■
　

自
主
回
収
対
象
商
品�

【
ヤ
マ
ト
ボ
ー
イ
Ｋ
Ｔ
】�

【
Ｆ
Ｍ
ボ
ー
イ
Ｋ
】�

◆
ヤ
マ
ト
プ
ロ
テ
ッ
ク
㈱
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　http

://w
w
w
.yam

ato
p
ro
tec.co

.jp
�

　
お
客
様
相
談
窓
口
　
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル（
０
１
２
０
）８
０
ー
１
０
８
４�

　
射
水
市
職
員�

　
行
政
（
上
級
）
　
　
　
　
８
名�

　
昭
和
５１
年
４
月
２
日
以
降
に
生

ま
れ
、
学
校
教
育
法
に
よ
る
大
学

（
短
期
大
学
を
除
く
）
を
卒
業
し

た
人
、
ま
た
は
平
成
１９
年
３
月
ま

で
に
卒
業
見
込
み
の
人
、
も
し
く

は
同
等
の
資
格
が
あ
る
と
認
め
ら

れ
る
人�

　
建
築
（
上
級
）
　
　
　
　
１
名�

　
昭
和
５１
年
４
月
２
日
以
降
に
生

ま
れ
、
学
校
教
育
法
に
よ
る
大
学

（
短
期
大
学
を
除
く
）
も
し
く
は

こ
れ
と
同
等
と
認
め
ら
れ
る
学
校

に
お
い
て
当
該
職
種
に
関
係
の
深

い
科
目
を
履
修
し
卒
業
し
た
人
、

ま
た
は
平
成
１９
年
３
月
ま
で
に
卒

業
見
込
み
の
人�

　
一
級
建
築
士
の
資
格
を
有
す
る
人�

採
用
予
定
　
平
成
１９
年
４
月�

受
付
期
限
　
６
月
２
日�

第
１
次
試
験
　
７
月
９
日�

　
県
立
富
山
工
業
高
等
学
校�

試
験
科
目
　
教
養
、
専
門
、
作
文�

　
試
験
及
び
適
性
検
査�

第
２
次
試
験
　
面
接
ほ
か�

　
日
時
・
場
所
は
未
定�

　
薬
剤
師
（
上
級
）
　
　
　
１
名�

　
昭
和
４６
年
４
月
２
日
以
降
に
生

ま
れ
、
薬
剤
師
の
資
格
を
有
す
る

人�採
用
予
定
　
平
成
１８
年
度
中
の
指�

　
定
す
る
日�

受
付
期
限
　
５
月
２９
日�

第
１
次
試
験 

　
６
月
４
日�

　
射
水
市
民
病
院�

試
験
科
目
　
教
養
、
専
門
及
び
適�

　
性
検
査�

第
２
次
試
験
　
面
接�

　
日
時
・
場
所
は
未
定�

問
合
せ
先
　
人
事
課
（
小
杉
庁
舎
）�

　
☎
５７
ー
１
６
２
９�

　
申
込
用
紙
の
請
求
は
人
事
課
も

し
く
は
郵
便
請
求
（
要
Ａ
４
版
大

の
返
信
用
封
筒
）
ま
た
は
、
市
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ�

�����������

　
市
民
病
院
職
員�

募
集
項
目
・
人
数
　�

　
臨
時
職
員�

　
看
護
師
　
　
　
　
　
　
若
干
名�

　
パ
ー
ト
職
員�

　
薬
剤
師
　
　
　
　
　
　
　
１
名�

雇
用
期
間
　
１
年
間�

募
集
期
限
　
５
月
３１
日�

問
合
せ
先
　
市
民
病
院
総
務
課�

　
☎
８２
ー
８
１
０
０�

�

　
社
会
教
育
委
員�

　
市
教
育
委
員
会
で
は
、
社
会
教

育
に
関
す
る
諸
計
画
の
立
案
、
教

育
委
員
会
に
対
す
る
答
申
等
の
職

務
を
行
う
社
会
教
育
委
員
を
募
集

し
ま
す
。�

応
募
資
格
　
５
月
１
日
現
在
、
満�

　
２０
歳
以
上
で
３
か
月
以
上
射
水�

　
品
質
保
証
期
間
が
２
０
０
５
年
１０
月
ま
で
の
、
ヤ
マ
ト
プ
ロ

テ
ッ
ク
株
式
会
社
製
の
エ
ア
ゾ
ー
ル
式
簡
易
消
火
具
の
一
部
に

お
い
て
、
製
造
工
程
上
の
不
具
合
が
原
因
で
設
置
環
境
に
よ
っ

て
は
缶
内
面
に
お
い
て
腐
食
が
起
こ
り
、
液
漏
れ
や
亀
裂
・
破

裂
の
可
能
性
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
既
に
メ
ー
カ
ー
が
自
主
回
収

を
行
っ
て
い
ま
す
。�

　
当
製
品
を
お
持
ち
の
方
は
、
品
質
保
証
期
間
（
缶
底
に
表
示

あ
り
）
を
確
認
し
、
期
限
が
過

ぎ
て
い
る
場
合
は
廃
棄
処
分
し

て
く
だ
さ
い
。�

＊
廃
棄
に
際
し
て
は
、
製
造
業

者
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
確
認
し

て
く
だ
さ
い
。�
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情報ひろば�

年　金　だ　よ　り
1．保険料額が改正されました。�
　平成18年４月から平成１９年３月までの国民年金保険料は、月２８０円引き上げされ、
月額１３,８６０円となります。�
　国民年金保険料は、平成２９年度まで毎年度月額２８０円引き上げられ最終的に月額１６,９００
円となる予定です。ただし、実際の保険料額は賃金の変動に応じて変化した額になり
ます。これは、年金を支える力と給付のバランスを取るためのものです。�
〔参考〕　基礎年金額の１／３（将来は１／２）は国庫負担です。今後も保険料の改
定が予定されていますが、国庫負担があることで、若者であっても平均では納付した
額の１.７倍以上の年金が受け取れる計算となります。�

2．平成18年度の年金額は0.3％引き下げとなりました。�
　平成１７年の年平均の全国消費者物価指数が、対前年比マイナス０.３％であったため、
平成１８年度の年金額は、前年度より０.３％引き下げとなります。�
　例えば、老齢基礎年金満額の場合は下記のとおりとなります。�
　　　改正前）年額７９４,５００円　→　改正後）年額７９２,１００円�
　平成１８年４月から新しい年金額となりますので、６月の定期支払（４月及び５月分）
から変更となります。年金額は６月頃に年金改定通知書を送付してお知らせいたします。�
　お問い合わせ・ご照会は、�
　　ねんきんダイヤル（年金被保険者）　　　　☎０５７０－０５－１１６５�
　　ねんきんダイヤル（年金を受給している方）☎０５７０－０７－１１６５�
　　または、お近くの社会保険事務所までどうぞ。�
社会保険庁ホームページ　http://www.sia.go.jp/

3．学生納付特例・若年者納付猶予制度をご存知ですか？�
学生納付特例制度とは�
○学生納付特例制度とは、在学期間中の国民年金保険料の納付を猶予する制度です。�
大学（大学院）、短大、高等学校、高等専門学校、専修学校及び各種学校（修業年
限が１年以上である課程、夜間・定時制課程や通信課程の方を含む）等に在学する
２０歳以上の学生の方で、学生本人の所得が一定額（※）以下である方が対象とな
ります。�
　（※）平成１８年度の所得基準�
　　　　１１８万円＋扶養親族等の数×３８万円＋社会保険料控除等�
○学生納付特例制度のメリット�
①　老齢基礎年金を受け取るためには、原則として保険料の納付済期間等が２５年以�
上必要ですが、学生納付特例制度の承認を受けた期間は、年金の受給資格要件で
ある２５年に算入されます。（ただし、年金額には反映されません。）�
　また、満額の老齢基礎年金を受け取るために、その後１０年間のうちに保険料
を納付することができます。ただし、２年以上経過後は保険料に一定の加算がか
かります。�
②　障害や死亡といった不慮の事態が生じたときに、その月の前々月以前の１年間�
に保険料の未納があると障害基礎年金・遺族基礎年金が受け取れない場合があり
ますが、学生納付特例制度の承認を受けている期間は、未納の扱いとはなりませ
んので万が一の時にも安心です。�

○手続き方法は・・・�
　ご本人の住民票を登録している市町村役場の窓口で申請してください。申請用紙
は窓口にあります。承認期間は、手続きした年度の４月から翌年の３月までです。
なお、申請は毎年必要です。手続きには、「年金手帳」「学生証または在学証明書」
が必要です。�
�
学生以外の方で所得が少ない20歳台の人は若年者納付猶予制度�
　本人及び配偶者の所得が一定額（※）以下の場合には、同居している世帯主の所得
にかかわらず、申請して認められると、保険料の納付が猶予され後払いにすることが
できます。納付猶予の承認期間は、７月から翌年６月までです。�
　（※）平成１８年度の所得（収入）基準�
　　　　４人世帯＜夫婦・子２人＞　１６２万円　（２５８万円）�
　　　　２人世帯＜夫婦のみ＞　　　　９２万円　（１５７万円）�
　　　　単身世帯　　　　　　　　　　５７万円　（１２２万円）�
　万が一のための年金（障害基礎年金・遺族基礎年金）を受け取ることができない場
合がありますので、申請の手続きはお早めに！�
�
詳しくは、高岡社会保険事務所（☎21－0057）�
または保険年金課（☎52－7965）へ問い合わせください。�

　
市
に
住
所
の
あ
る
人�

募
集
人
員
　
２
名�

任
期
　
平
成
２０
年
３
月
３１
日
ま
で�

　
の
２
年
間�

応
募
方
法
　
住
所
、氏
名
、年
齢
、生�

　
年
月
日
、
勤
務
先
、
所
属
団
体�

　
等
の
有
無
、
生
涯
学
習
そ
の
他�

　
の
活
動
実
績
並
び
に
応
募
の
動�

　
機
（
６
０
０
字
以
内
）
を
添
え�

　
て
応
募�

募
集
期
限
　
５
月
１９
日
　
必
着�

選
考
　
応
募
の
動
機
、
年
齢
、
委�

　
員
の
男
女
構
成
比
率
を
考
慮�

申
込
・
問
合
せ
先
　�

　
生
涯
学
習
課
（
下
庁
舎
） �

　
☎
５９
ー
８
０
９
１�

��

　
図
書
館
協
議
会
委
員�

　
図
書
館
活
動
に
対
し
て
意
見
を

述
べ
、
協
議
す
る
図
書
館
協
議
会

委
員
を
募
集
し
ま
す
。�

応
募
資
格
　
５
月
１
日
現
在
、
２０�

　
歳
以
上
で
３
か
月
以
上
射
水
市�

　
に
住
所
の
あ
る
人�

募
集
人
員
　
１
名�

任
期
　
平
成
２０
年
３
月
３１
日
ま
で�

　
の
２
年
間�

応
募
方
法
　
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、

　
生
年
月
日
、
勤
務
先
、
所
属
団�

　
体
等
の
有
無
、
図
書
館
の
活
動�

　
実
績
、
応
募
の
動
機
（
６
０
０�

　
字
以
内
）
を
添
え
て
応
募�

募
集
期
限
　
５
月
１９
日
　
必
着�

選
考
　
応
募
の
動
機
、
年
齢
、
委�

　
員
の
男
女
構
成
比
率
を
考
慮�

申
込
・
問
合
せ
先
　
中
央
図
書
館�

　
☎
５７
ー
４
６
４
６�
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infomation
　
大
門
町
商
工
会
パ
ー
ト
職
員�

募
集
人
員
　
１
名�

応
募
要
件
　
４５
歳
以
下
で
、
パ
ソ�

　
コ
ン
を
使
え
る
人�

職
務
内
容
　
一
般
事
務�

勤
務
時
間
　
午
前
１０
時
〜�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
午
後
４
時�

賃
金
　
７
５
０
円
／
時
間�

雇
用
時
期
　
６
月
１
日
〜�

応
募
締
切
　
５
月
１８
日�

＊
履
歴
書
を
添
え
て
申
し
込
み
く�

　
だ
さ
い
。
申
込
者
に
は
後
日
面�

　
接
日
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。�

申
込
・
問
合
せ
先
　
大
門
町
商
工�

　
会
　
☎
５２
ー
３
５
１
０�

�

　
河
川
愛
護
モ
ニ
タ
ー�

　
国
土
交
通
省
で
は
、
河
川
行
政

に
お
け
る
地
域
住
民
の
み
な
さ
ん

と
の
交
流
や
連
携
を
さ
ら
に
深
め

る
た
め
に
、
平
成
１８
年
度
の
河
川

愛
護
モ
ニ
タ
ー
を
次
の
と
お
り
公

募
し
ま
す
。�

活
動
内
容�

１
担
当
の
河
川
へ
の
意
見
、
モ
ニ�

　
タ
ー
ご
自
身
の
河
川
愛
護
に
関�

　
す
る
活
動
報
告
（
毎
月
）�

２
富
山
河
川
国
道
事
務
所
の
河
川�

　
事
業
や
イ
ベ
ン
ト
な
ど
の
ご
感�

　
想
、
ご
意
見
（
随
時
）�

３
地
元
の
情
報
提
供�

　
　
地
元
で
河
川
美
化
な
ど
河
川�

　
　
愛
護
活
動
に
努
め
て
い
る
人�

　
　
や
団
体
の
紹
介�

　
　
地
元
の
イ
ベ
ン
ト
情
報�

　
　
担
当
河
川
の
名
称
や
自
慢
話�

　
　
な
ど
の
情
報
（
写
真
提
供
も�

　
　
含
む
）�

４
河
川
愛
護
モ
ニ
タ
ー
会
議
へ�

　
の
出
席
（
年
１
回
程
度
）�

５
そ
の
他
意
見
な
ど�

申
込
・
問
合
せ
先
　
富
山
河
川
国�

　
道
事
務
所
　
☎
０
７
６
ー
４
２�

　
４
ー
１
７
０
５
　
ホ
ー
ム
ペ
ー�

　
ジ
「
パ
レ
ッ
ト
富
山
」�

　http://w
w
w
.hrr.m

lit.go.jp/toyam
a/�

�����

　
平
成
18
年
度
射
水
市
手
話�

　
講
習
会�

入
門
課
程�

対
象
　
初
め
て
手
話
を
学
ぶ
市
内�

　
在
住
者
ま
た
は
勤
務
者�

内
容
　
講
義
と
実
技�

時
間
　
午
後
７
時
２０
分
〜
９
時�

定
員
　
各
会
場
２０
人�

受
講
料
　
無
料�

　
＊
会
場
及
び
期
間
は
左
記
参
照�

　
新
湊
会
場�

期
間
　
７
月
４
日
〜
１２
月
１２
日�

　
毎
週
火
曜
日
（
全
２３
回
）�

　
＊
８
月
１５
日
は
休
み�

場
所
　
新
湊
福
祉
会
館�

　
小
杉
会
場�

期
間
　
７
月
７
日
〜
１２
月
１５
日�

　
毎
週
金
曜
日
（
全
２３
回
）�

　
＊
１１
月
３
日
は
休
み�

場
所
　
小
杉
社
会
福
祉
会
館�

　
大
島
会
場�

期
間
　
７
月
５
日
〜
１２
月
１３
日�

　
毎
週
水
曜
日
（
全
２３
回
）�

　
＊
８
月
１６
日
は
休
み�

場
所
　
大
島
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー�

基
礎
課
程�

対
象
　
手
話
講
習
会
「
入
門
課
程
」�

　
を
修
了
さ
れ
、
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ�

　
を
目
指
し
て
い
る
方�

期
間
　
６
月
９
日
〜
１
月
１９
日�

　
毎
週
金
曜
日
（
全
３０
回
）�

　
＊
１２
月
２９
日
は
休
み�

時
間
　
午
後
７
時
２０
分
〜
９
時�

場
所
　
大
島
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー�

内
容
　
講
義
と
実
技�

定
員
　
２０
人�

受
講
料
　
無
料�

　
＊
両
講
座
と
も
申
込
多
数
の
場�

　
合
は
抽
選
し
ま
す
。�

申
込
締
切
　�

　
入
門
課
程
　
６
月
２６
日�

　
基
礎
課
程
　
６
月
２
日�

申
込
・
問
合
せ
先
　
射
水
市
社
会�

　
福
祉
協
議
会
　
☎
５２
ー
５
０
１�

　
０�

万
一
の
と
き
に
備
え
て
！

万
一
の
と
き
に
備
え
て
！�

万
一
の
と
き
に
備
え
て
！�

新
湊
地
区
洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ�

完
成�

　
新
湊
地
区
の
洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マ

ッ
プ
が
出
来
上
が
り
ま
し
た
。�

　
５
月
号
広
報
に
併
せ
て
、
新
湊

地
区
の
全
世
帯
に
配
布
し
ま
す
。

ま
た
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も

み
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。�

　
こ
の
洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
は
、

庄
川
及
び
小
矢
部
川
が
破
堤
、
氾

濫
し
た
場
合
の
浸
水
情
報
及
び
避

難
に
関
す
る
情
報
を
住
民
の
方
に

わ
か
り
や
す
く
提
供
し
て
人
的
被

害
を
防
ぐ
こ
と
を
目
的
と
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
警
戒
・
災
害
時
の

み
な
ら
ず
、
平
常
時
に
お
い
て
も

防
災
意
識
の
高
揚
、
避
難
訓
練
な

ど
に
活
用
す
る
も
の
で
す
。�

　
マ
ッ
プ
は
、
表
面
に
は
、
国
土

交
通
省
が
作
成
し
た
浸
水
の
深
さ

を
表
し
た
地
図
に
避
難
場
所
を
記

入
し
、
洪
水
情
報
の
伝
達
経
路
や

避
難
の
呼
び
掛
け
の
例
な
ど
を
掲

載
し
て
い
ま
す
。
裏
面
に
は
、
避

難
時
の
心
得
や
持
ち
物
、
雨
の
降

り
方
や
関
係
機
関
の
連
絡
先
一
覧

な
ど
、
水
害
に
関
す
る
学
習
情
報

が
盛
り
込
ま
れ
て
い
ま
す
。�

　
作
成
に
当
た
っ
て
は
、
住
民
代

表
、
河
川
管
理
者
及
び
防
災
関
係

者
１６
名
の
参
加
を
得
て
、
富
山
大

学
人
文
学
部
助
教
授
の
大
西
宏
治

氏
を
委
員
長
と
す
る
検
討
委
員
会

を
組
織
し
、
マ
ッ
プ
の
内
容
を
ご

検
討
い
た
し
ま
し
た
。�

　
な
お
、
射
水
市
全
体
の
洪
水
ハ

ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
は
、
県
に
お
い
て

現
在
調
査
中
の
和
田
川
及
び
下
条

川
の
浸
水
情
報
を
盛
り
込
み
、
平

成
19
年
度
に
作
成
す
る
予
定
で
す
。�

問
合
せ
先
　
総
務
課
（
小
杉
庁
舎
）�

　
　
　
　
　
☎
５７
ー
１
６
２
７�
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情報ひろば�

　
音
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成�

　
講
座
入
門
コ
ー
ス
受
講
者�

　
視
覚
に
障
害
を
も
っ
た
人
に
、

市
の
広
報
や
図
書
な
ど
テ
ー
プ
録

音
す
る
養
成
講
座
（
入
門
コ
ー
ス
）

を
開
催
し
ま
す
。�

期
間
・
日
時
　
６
月
２３
日
　
〜
９�

　
月
１５
日
　
ま
で
　
計
１０
回
　
午�

　
前
１０
時
〜
正
午�

場
所
　
新
湊
交
流
会
館�

講
師�

　
射
水
市
視
覚
障
害
者
協
会�

　
　
　
　
　
会
長
　
塘
添
誠
次
氏�

　
Ｏ
Ｆ
Ｆ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
よ
し
と
も�

　
　
　
　
　
　
　
吉
友
嘉
久
子
氏�

　
富
山
ひ
ま
わ
り
の
会�

　
　
　
　
　
　
　
　
大
沢
淑
子
氏�

　
音
訳
あ
ゆ
の
風�

　
　
　
　
　
　
　
　
青
山
律
子
氏�

定
員
　
１５
人�

料
金
　
受
講
料
、
テ
キ
ス
ト
代
と�

　
も
に
無
料�

締
切
日
　
５
月
３１
日�

申
込
・
問
合
せ
先�

　
射
水
市
社
会
福
祉
協
議
会�

　
☎
５２
ー
５
０
１
０�

　
音
訳
あ
ゆ
の
風
（
青
山
）�

　
☎
８６
ー
２
４
８
９�

�

　
語
学
講
座
受
講
生�

　
市
内
に
は
た
く
さ
ん
の
外
国
人

が
生
活
し
て
い
ま
す
。
交
流
を
深

め
る
た
め
に
も
、
外
国
語
に
ふ
れ

て
み
ま
せ
ん
か
？
全
講
座
と
も
初

心
者
が
対
象
で
す
。�

講
座
内
容�

　
英
語
　
　
　
第
１
・
３
火
曜
日�

　
韓
国
語
　
　
第
２
・
４
火
曜
日�

　
ロ
シ
ア
語
　
第
１
・
３
木
曜
日�

　
中
国
語
　
　
第
２
・
４
木
曜
日�

　
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
　�

　
　
　
　
　
　
第
１
・
３
金
曜
日�

期
間
　
６
月
〜
来
年
３
月�

時
間
　
午
後
７
時
３０
分
〜
９
時�

場
所
　
布
目
庁
舎
３
０
２
会
議
室�

内
容
　
簡
単
な
旅
行
会
話
な
ど�

定
員
　
各
ク
ラ
ス
　
１５
人
　�

受
講
料
　
年
間
５
、
０
０
０
円
　

　
　
　
（
会
員
３
、
０
０
０
円
）�

申
込
・
問
合
せ
先
　
射
水
市
民
国�

　
際
交
流
協
会
　
☎
８４
ー
４
０
７�

　
１
（
火
曜
〜
金
曜
日
、
午
前
１０�

　
時
〜
午
後
３
時
）�

　E-m
ail:im

izu_intl@
po9.canet.ne.jp�

�

　
親
子
日
本
語
教
室�

　
外
国
人
の
た
め
の
日
本
語
教
室

を
開
催
し
ま
す
。
す
ぐ
に
役
立
つ

日
本
語
が
い
っ
ぱ
い
！
学
校
の
勉

強
に
悩
ん
で
い
る
皆
さ
ん
も
是
非

来
て
み
て
く
だ
さ
い
。�

＊
保
育
サ
ポ
ー
タ
ー
が
い
ま
す
の

で
、
小
さ
な
子
ど
も
を
預
け
る
こ

と
も
可
能
で
す
。�

日
時
　
５
月
１３
日
　
〜
　
毎
週
土�

　
曜
日
　
午
後
７
時
〜
８
時
３０
分�

場
所
　
南
太
閤
山
公
民
館�

受
講
料
　
大
人
ク
ラ
ス
、
子
ど
も

　
ク
ラ
ス
　
各
１
回
　
３
０
０
円�

申
込
方
法
　
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、

　
職
業
、
国
籍
、
母
語
、
日
本
語�

　
学
習
暦
を
記
入
の
上
、
申
し
込�

　
み
く
だ
さ
い
。�

申
込
・
問
合
せ
先
　（
財
）と
や
ま�

　
国
際
セ
ン
タ
ー
　
〒
９
３
０
ー

　
０
８
５
６
　
富
山
市
牛
島
新
町�

　
５
ー
５
イ
ン
テ
ッ
ク
ビ
ル
４
階�

　
☎
０
７
６
ー
４
４
４
ー
２
５
０�

　
０
　
Ｆ
Ａ
Ｘ
０
７
６
ー
４
４
４�

　
ー
２
６
０
０�

　E-m
ail:tic@

tic-toyam
a.or.jp

とやま健康パーク�
《いきいきコース》に�
参加しませんか？�
高齢者の皆さんの健康づくりのため、生活体力測定
や楽しみながらできる体操をし、生活体力をつける
コースです。専門スタッフが実践や講義を通して健
康づくりをアドバイスします。�

対象者　　射水市国民健康保険加入者�
定　員　　20名（定員に達し次第締め切ります）�
開催日　　6月7日（水）、11月22日（水）�
　　　　　午前10時～午後3時�
場　所　　とやま健康パーク（富山県国際健康プラザ）�
内　容　　○　問診、健康チェック�
　　　　　○　生活体力測定�
　　　　　　　　……日常生活に必要な動作などの測定�
　　　　　○　いきいき健康体操�
　　　　　　　　……ボール体操、マッサージなど�
受講料　　無　料（昼食付）�
送　迎　　バスの送迎あり�
申込・問合せ先�
　　　　　保険年金課（大島庁舎）　☎52－7965

パソコン検定�
対策講座�

受講
生�

募集
�

さらなるスキルアップを目指し、�
パソコンを自在に使いこなしてみませんか！�

日　時　６月１９日（月）～６月３０日（金）�
　　　　※土・日除く、計１０回�
　　　　午後７時～９時�
会　場　働く婦人の家�
講　師　ＯＦＴＥＣ２１　代表　串田　幹夫　氏�
内　容　パソコン検定４級資格取得をめざす�
対象者　射水市在住または勤務する人�
　　　　パソコン基礎入力のできる人（ワード・エクセル）�
定　員　２０人＊定員を超えた場合は抽選�
受講料　無料（特別教材等は受講者が負担　２，５２０円）�
申込方法　ハガキに、郵便番号、住所、氏名（フリガナ）�
　　　　　年齢、性別、電話番号を記入の上�
　　　　　５月２３日（火）までに申し込みください。�
申込・問合せ先�
　　　　働く婦人の家�
　　　　〒９３９－０３４１　射水市三ケ１７６９－１０�
　　　　ＴＥＬ・ＦＡＸ　５５－２２３８�

（社）射水市シルバー人材センター新入会員説明会�
日　時　5月16日（火）　午前9時30分～�
場　所　居住地区で会場が異なります（下表参照）�

＊今後、毎月第3火曜日新入会員説明会を開催します。�

大門支所　☎５２－６１６９�
大島支所　☎５２－４８３０�

対　象　者� 場　　所� 問　合　せ　先�

新湊地区にお住まいの�
60歳以上の人� 新湊支所� 新湊支所　☎８２－８４４８�

小杉・下地区にお住まいの�
60歳以上の人� 小杉支所�

大門・大島地区にお住まいの�
60歳以上の人�

大門支所�
（大門保健センター内）�

小杉支所　☎５５－１９１９�
下支所　　☎５９－８０２０�
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infomation

催
　
し
　
物

射水市合併１周年記念募　集�

射水市誕生1周年を記念して、ベートーベンの交響
曲第九番第4楽章「歓喜の歌」を大合唱しませんか。
多くの方の参加をお待ちしています。�

　射水市誕生から半年。市内の施設や特産物などに
ついて市民の方に知っていただくために市政バスを
運行します。季節にあわせ年５回企画しています。�
　今回は施設見学と乗馬体験です。多くの方の参加
をお待ちしています。�

開催日時　　　11月5日（日）　午後2時開演予定�
開催場所　　　新湊中央文化会館�
指揮者　　　　手塚幸紀�
オーケストラ　富山シティーフィルハーモニー管弦楽団�
ソリスト　　　金川睦美（ソプラノ）�
　　　　　　　串田淑子（アルト）�
　　　　　　　澤武紀行（テノール）�
　　　　　　　木村俊光（バリトン）�
募集人員　　　250人�
募集期間　　　5月1日（月）～7月31日（月）�
　　　　　　　＊定員になり次第締め切ります�
その他　　　　○7月に結団式を行い、週に1、2回の練習を�
　　　　　　　　行います。�
　　　　　　　○オーケストラ参加の全体練習は8回程度予�
　　　　　　　　定しています。�
申込・問合せ先　　新湊中央文化会館�
　　　　　　　　　　　　ＴＥＬ82－8400　ＦＡＸ82－8404�
　　　　　　　　　小杉文化ホール �
　　　　　　　　　　　　ＴＥＬ56－1515　ＦＡＸ56－1530

射 水 市 探 検 隊 パ ー ト １�

市政バスを運行します！�

実施日　　６月１１日（日）　午前９時３０分～午後３時�
集合場所　新湊・小杉・大門・大島・下庁舎前�
見学先　　○馬事公苑で乗馬体験�
　　　　　○射水消防本部ではしご車試乗�
　　　　　○新湊博物館�
　　　　　○大島絵本館�
定　員　　５０名（先着順）�
　　　　　＊１５人に満たない場合は運行を取りやめます�
参加費　　１,０００円�
　　　　　＊昼食代、施設利用料含む（当日徴収）�
申込・問合せ先　�
　　　　　秘書広報課（小杉庁舎）☎５７－１６２１�

射水市ベートーベン「第九」合唱団�

　
新
た
な
「
と
や
ま
名
物
」�

　
ア
イ
デ
ア
コ
ン
テ
ス
ト
　�

　

（
社
）富
山
県
食
品
産
業
協
会
で

は
、
富
山
県
の
新
た
な
「
食
の
ブ

ラ
ン
ド
」
と
し
て
全
国
に
ア
ピ
ー

ル
で
き
る
食
品
の
ア
イ
デ
ア
を
募

集
し
、
そ
れ
ら
を
活
用
し
県
内
企

業
等
が
商
品
開
発
を
進
め
ま
す
。�

　
優
秀
作
品
に
は
、
今
秋
、
射
水

市
内
で
開
催
予
定
の
「
食
祭
と
や

ま
２
０
０
６
」
に
お
い
て
、
表
彰

を
行
い
ま
す
。�

応
募
締
切
　
５
月
３１
日�

応
募
・
問
合
せ
先
　（
社
）富
山
県�

　
食
品
産
業
協
会
　
☎
０
７
６
ー�

　
４
２
９
ー
７
３
８
０�

����

　
合
併
記
念
　
郷
倉
和
子
展�

　
射
水
市
誕
生
を
記
念
し
て
、
郷

倉
和
子
画
伯
か
ら
寄
贈
さ
れ
た
「
う

ら
ら
か
」
な
ど
、
和
子
画
伯
の
作

品
を
展
示
し
ま
す
。�

会
期
　
４
月
２７
日
　
〜�

　
　
　
　
　
　
　
　
５
月
２８
日�

開
館
時
間
　
午
前
１０
時
〜
午
後
６�

　
時
（
午
後
５
時
３０
分
ま
で
に
入�

　
館
し
て
く
だ
さ
い
）�

入
館
料
　
無
料�

休
館
日
　
毎
週
月
曜
日�

問
合
せ
先
　
小
杉
展
示
館�

　
☎
５５
ー
３
３
３
８�

　
や
ぶ
さ
め
の
里
で
乗
馬
に�

　
チ
ャ
レ
ン
ジ�

「
乗
馬
は
、
は
じ
め
て
！
」
と
い

う
人
、
馬
が
大
好
き
な
人
、
誰
で

も
楽
し
く
乗
馬
を
体
験
で
き
ま
す
。

気
軽
に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。�

日
時
　
６
月
４
日
　�

　
　
　
　
午
前
１０
時
〜
１１
時
２０
分�

場
所
　
下
村
馬
事
公
園�

対
象
　
小
学
生
以
上�

参
加
費
　
無
料�

申
込
締
切
　
５
月
２５
日�

＊
動
き
や
す
い
服
装
で
参
加
し
て�

　
く
だ
さ
い
。
小
雨
決
行
。�

申
込
・
問
合
せ
先
　
観
光
振
興
課�

（
新
湊
庁
舎
）
☎
８２
ー
１
９
５
８�

�����

　
春
の
花
市�

　
花
と
緑
の
銀
行
射
水
支
店
で
は
、

春
・
夏
花
壇
用
苗
の
販
売
を
し
ま

す
。
花
の
育
て
方
の
ポ
イ
ン
ト
も

ア
ド
バ
イ
ス
し
ま
す
。�

日
時�

　
５
月
２０
日
　�

　
　
　
　
午
後
１
時
〜
午
後
５
時�

　
５
月
２１
日�

　
　
　
　
　
　
午
前
９
時
〜
正
午�

場
所
　
新
湊
庁
舎
前
駐
車
場�

問
合
せ
先
　
農
地
林
務
課
（
新
湊�

　
庁
舎
）
☎
８２
ー
１
９
６
０
　�

　
も
の
づ
く
り
未
来
を
拓
く�

　
講
演
会�

　
富
山
県
立
大
学
で
は
、
工
学
部

学
科
再
編
を
記
念
し
て
フ
ォ
ー
ラ

ム
を
開
催
し
ま
す
。
無
料
で
ど
な

た
で
も
入
場
で
き
ま
す
。
多
く
の

方
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。�

日
時
　
６
月
１
日
　
　
午
後
１
時�

　
30�
分
〜
午
後
４
時
４５
分�

場
所
　
県
立
大
学
大
講
義
室�

内
容�

　
第
１
部
　
県
立
大
学
ア
カ
デ
ミ�

　
ッ
ク
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
に
よ
る
リ�

　
レ
ー
講
演�

　
第
２
部
　
３
人
の
ア
カ
デ
ミ
ッ

　
ク
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
、
中
尾
研
究�

　
協
力
会
会
長
、
中
島
学
長
に
よ�

　
る
フ
リ
ー
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン�

問
合
せ
先
　
富
山
県
立
大
学
事
務

　
局
　
☎
５６
ー
７
５
０
０�

�
　
サ
イ
ク
リ
ン
グ
し
ま
せ
ん�

　
か
？�

日
時
　
５
月
２１
日
　
　
午
前
８
時�

　
30�
分
〜
　
＊
雨
天
中
止�

集
合
場
所
　
市
役
所
新
湊
庁
舎
前�

目
的
地
　
富
山
運
河
環
水
公
園
等�

参
加
料
　
５
０
０
円�

持
参
品
　
昼
食
、
健
康
保
険
証
、�

　
雨
具
、
手
袋
、
等�

問
合
せ
先
　
射
水
市
サ
イ
ク
リ
ン�

　
グ
協
会
　
☎
８２
ー
２
２
５
９�
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郷
土
陶
芸
作
家
展�

　
県
内
著
名
陶
芸
作
家
の
作
品
を�

展
示
し
ま
す
。�

����������������

問
合
せ
先
　
陶
房
「
匠
の
里
」�

　
☎
５４
ー
１
２
０
１�

��������

　
街
か
ど
ふ
れ
あ
い
館�

　
「
い
っ
ぷ
く
や
茶
」�

展
示
販
売�

　
和
風
ち
ぎ
り
絵
教
室
作
品
展
　

　
堺
の
り
子�

　
ミ
ニ
チ
ュ
ア
ハ
ウ
ス
展�

　
山
本
ま
り
子
・
佐
山
京
子�

ふ
れ
あ
い
教
室�

　
革
工
芸
教
室
　
松
原
百
合
子�

日
時
　
５
月
２３
日
　�

　
　
　
　
　
午
後
１
時
３０
分
〜�

受
講
料
　
１
、
３
０
０
円�

　
折
り
紙
教
室
　
宮
森
恵
都
子�

日
時
　
５
月
２４
日�

　
　
　
　
　
　
　
午
後
２
時
〜�

受
講
料
　
８
０
０
円�

　
和
紙
・
ち
ぎ
り
絵
体
験
教
室�

　
堺
の
り
子�

日
時
　
５
月
３０
日
　�

　
　
　
　
　
午
後
１
時
３０
分
〜�

受
講
料
　
１
、
５
０
０
円�

問
合
せ
先
　
い
っ
ぷ
く
や
茶�

　
　
　
　
　
☎
５２
ー
７
２
２
２�

����

　
福
祉
タ
ク
シ
ー
利
用
券
を�

　
交
付
し
ま
す�

　
市
で
は
、
外
出
困
難
な
重
度
の

心
身
障
害
を
お
持
ち
の
方
に
対
し

て
、
生
活
行
動
範
囲
を
広
げ
、
積

極
的
に
社
会
活
動
に
参
加
し
て
い

た
だ
く
た
め
に
タ
ク
シ
ー
利
用
券

を
交
付
し
て
い
ま
す
。�

対
象
者
　
次
の
各
手
帳
を
お
持
ち�

　
の
方�

　
身
体
障
害
者
手
帳
（
上
肢
・
下�

　
肢
・
体
幹
・
視
覚
障
害
・
内
部�

　
障
害
）
　
１
・
２
級�

　
療
育
手
帳
Ａ�

　
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
　

　
１
級�

※
た
だ
し
、
高
齢
者
等
外
出
支
援

　
サ
ー
ビ
ス
利
用
券
の
交
付
を
受�

　
け
て
い
る
方
は
対
象
外
で
す
。�

利
用
券
　
年
間
　
６
、
０
０
０
円

　
（
４
０
０
円
券
１２
枚
、
１
０
０�

　
円
券
１２
枚
綴
）�

※
平
成
１８
年
度
途
中
に
対
象
者
に�

　
な
っ
た
方
は
、
月
割
り
で
交
付�

　
し
ま
す
。�

持
参
物
　
各
種
手
帳
、
印
鑑�

交
付
場
所
　
各
行
政
セ
ン
タ
ー
　

　
市
民
サ
ー
ビ
ス
課�

利
用
で
き
る
タ
ク
シ
ー
会
社�

　
新
湊
タ
ク
シ
ー
、
海
王
交
通
、�

　
新
湊
運
送
（
運
タ
ク
）、
小
杉�

　
タ
ク
シ
ー
、
大
門
タ
ク
シ
ー
、�

　
高
岡
地
方
交
通
、高
陵
タ
ク
シ
ー�

問
合
せ
先
　
社
会
福
祉
課
（
新
湊�

　
庁
舎
）
　
☎
８２
ー
１
９
５
１�

案
　
　
　
内

子どもから高齢者まで大きなお風呂で�
コミュニティを深めませんか！�
●小杉ふれあいセンター　☎56－4080�
　営業時間　　午前9時～午後9時30分　　�
　　　　　　　（入浴：午前10時～午後5時）�
　入浴料金　　大人　370円　小学生　120円　乳幼児　60円�
　休館日　　　毎週火曜日�
今月の催事�
　　○ 5 月 3 日（水）　松前一座・歌謡ショー�
　　○ 5 月19日（金）　ひまわり一座・歌謡ショー�
　　○ 5 月24日（水）　藤山一座・歌謡ショー�

●大門コミュニティーセントー　☎53－1844�
　営業時間　　午前9～午後10時�
　　　　　　　（入浴：午前11時～午後9時）�
　入浴料金　　大人　370円　小学生120円　乳幼児　50円�
　　　　　　　＊トレーニング室は150円�
　休　館　日　　毎週月曜日�
今月のギャラリー�
　　○日本画とパッチワーク展�
　　　　～四季に惹かれて～　　　山田信二・佐代子（緑ヶ丘）�

獅子舞演舞会�
日　　時　5月15日（月）午後1時30分～�

場　　所　射水市役所新湊庁舎前広場�

出演団体�

　射水市立新湊西部保育園子供獅子及び�

　「郷土の誇り・とやまの獅子舞百選」に�

　選ばれた旧新湊市内の獅子舞3団体�

問合せ先　新湊観光協会　☎84ー4649

「郷土陶芸作家展」　開催スケジュール�
県内著名陶芸作家の作品を展示いたします。�

作　家　名� 窯　　名� 開　催　日�

寺　田　雄　山� 阿古屋野窯�４月２８日（金）～５月１０日（水）�

釈　永　由紀夫� 越中瀬戸�
庄楽窯� ５月１３日（土）～５月２２日（月）�

千　田　英　之� 杵名比留窯�５月２６日（金）～６月４日（日）�

池　上　栄　一�小杉焼栄一窯�６月８日（木）～６月１７日（土）�



　
住
宅
耐
震
改
修
工
事
で�

　
固
定
資
産
税
が
減
額�

対
象
家
屋
　
昭
和
５７
年
１
月
１
日�

　
に
存
在
し
て
い
た
住
宅�

対
象
工
事
　
工
事
費
３０
万
円
以
上�

　
の
耐
震
改
修
工
事�

申
請
方
法
　
改
修
完
了
後
３
か
月�

　
以
内
に
課
税
課
（
大
島
庁
舎
）�

　
に
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。�

提
出
書
類�

　
申
告
書�

　
改
修
費
用
を
証
明
す
る
書
類�

　
耐
震
基
準
適
合
を
証
明
す
る
書�

　
類
（
地
方
公
共
団
体
、
建
築
士�

　
ま
た
は（
財
）富
山
県
建
築
住
宅�

　
セ
ン
タ
ー
の
証
明
）�

＊
申
告
書
及
び
耐
震
基
準
適
合
証�

　
明
書
の
用
紙
は
、
課
税
課
及
び�

　
各
行
政
セ
ン
タ
ー
に
あ
り
ま
す
。�

������������

問
合
せ
先
　
課
税
課
（
大
島
庁
舎
）�

　
☎
５２
ー
７
９
６
１
　�

�

　
◯学
国
民
健
康
保
険
被
保
険�

　
者
資
格
喪
失
（
継
続
）
の�

　
手
続
き
に
つ
い
て�

　
旧
新
湊
地
区
の
学
生
さ
ん
に

◯学
国
民
健
康
保
険
証
（
学
生
用
）

を
交
付
し
て
い
ま
す
が
、
平
成
１８

年
３
月
３１
日
で
有
効
期
限
が
終
了

し
ま
し
た
。
次
の
と
お
り
、
必
要

な
書
類
を
持
参
の
う
え
手
続
を
し

て
く
だ
さ
い
。�

学
校
を
卒
業
さ
れ
た
人�

①
引
き
続
き
国
保
に
加
入�

　
◯学
の
保
険
証
、
家
族
の
保
険
証�

②
他
の
保
険
を
取
得�

　
就
職
先
の
保
険
証
、
◯学
の
保
険�

　
証
、
家
族
の
保
険
証�

学
校
に
在
学
中
の
人�

③
同
じ
学
校
へ
進
学�

　
在
学
証
明
書
ま
た
は
合
格
通
知�

　
書
、
◯学
の
保
険
証�

④
新
し
い
学
校
へ
進
学�

　
新
し
い
学
校
の
在
学
証
明
書
ま�

　
た
は
合
格
通
知
書
、
◯学
の
保
険�

　
証�

注
意
　
①
の
場
合
、
卒
業
後
、
射�

　
水
市
に
住
民
票
が
な
い
方
は
、�

　
射
水
市
の
国
保
資
格
喪
失
の
届�

　
出
と
他
市
町
村
で
の
国
保
資
格�

　
取
得
の
届
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
②
の
場
合
、
手
続
き
を
さ
れ
な�

　
い
と
、
国
民
健
康
保
険
税
が
賦�

　
課
さ
れ
た
ま
ま
に
な
り
ま
す
の�

　
で
、
早
急
に
手
続
き
を
お
願
い�

　
し
ま
す
。�

問
合
せ
先
　
保
険
年
金
課
（
大
島�

　
庁
舎
）
　
☎
５２
ー
７
９
６
５�

�

　
人
に
や
さ
し
い
ま
ち�

　
―
Ｊ
Ｒ
小
杉
駅
を�

　
　
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
―�

　
高
齢
者
や
体
の
不
自
由
な
方
に

も
利
用
し
や
す
い
駅
舎
と
し
て
Ｊ

Ｒ
小
杉
駅
が
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
さ

れ
ま
し
た
。�

  

Ｊ
Ｒ
富
山
駅
、
魚
津
駅
に
次
い

で
整
備
さ
れ
、
駅
舎
内
に
は
３
基

の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
や
多
目
的
ト
イ

レ
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。�

　
車
い
す
の
方
や
赤
ち
ゃ
ん
を
連

れ
た
方
な
ど
も
容
易
に
ホ
ー
ム
ま

で
行
け
る
よ
う
に
な
る
な
ど
、
利

用
し
や
す
い
駅
舎
と
な
り
ま
し
た
。�

  

ま
た
、
南
口
の
サ
ー
ビ
ス
セ
ン

タ
ー
も
新
し
く
な
り
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
バ
ス
や
観
光
な
ど
の
案
内
の

ほ
か
、
定
期
券
や
特
急
券
な
ど
の

販
売
も
行
わ
れ
、
利
用
し
や
す
く

な
り
ま
し
た
。�

問
合
せ
先
　
射
水
市
サ
ー
ビ
ス
セ�

　
ン
タ
ー
　
☎
５７
ー
１
１
７
７�

�

　
は
か
り
の
定
期
検
査
の�

　
実
施
に
つ
い
て�

　
商
取
引
ま
た
は
証
明
行
為
に
使

用
す
る
は
か
り
は
、
計
量
法
に
よ

り
２
年
に
１
度
定
期
検
査
を
受
け

る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
次
の

と
お
り
実
施
し
ま
す
。（
新
湊
地�

区
は
９
、
１０
月
に
実
施
予
定
）�

���������������������

事
前
連
絡
が
必
要
な
方�

　
店
舗
、
事
業
等
を
廃
業
し
た�

　
は
か
り
を
新
た
に
購
入
し
た�

　
営
業
等
（
商
取
引
ま
た
は
証
明�

　
行
為
）
に
は
か
り
を
使
用
し
な�

　
く
な
っ
た�

　
指
定
日
が
不
都
合
な
場
合
等�

＊
検
査
手
数
料
が
か
か
り
ま
す
。�

問
合
せ
先
　
生
活
安
全
課
（
大
島�

　
庁
舎
）
　
☎
５２
ー
７
９
６
６�

　
富
山
県
計
量
検
定
所
　
☎
０
７�

　
６
ー
４
２
２
ー
０
５
５
１�

　
特
設
人
権
相
談
所
を
開
設�

　
し
ま
す�

　
育
て
よ
う
　
一
人
一
人
の
人
権

意
識
　
―
思
い
や
り
の
心
・
か
け

が
え
の
な
い
命
を
大
切
に�

　
市
町
村
に
は
、
法
務
大
臣
か
ら

委
嘱
を
受
け
た
人
権
擁
護
委
員
が

置
か
れ
て
い
ま
す
。
６
月
１
日
の

「
人
権
擁
護
委
員
の
日
」
に
あ
わ

せ
て
次
の
と
お
り
特
設
人
権
相
談

所
を
開
設
し
、
み
な
さ
ん
か
ら
の

人
権
に
関
わ
る
困
り
ご
と
や
悩
み

ご
と
の
相
談
を
受
け
付
け
ま
す
。�

　
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

な
お
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。�

日
時
　
６
月
１
日�

　
　
　
午
前
１０
時
〜
午
後
４
時�

場
所
　
小
杉
庁
舎
４
階
会
議
室�

問
合
せ
先
　
総
務
課
（
小
杉
庁
舎
）

　
☎
５７
ー
１
６
２
７�

�

　
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
デ
ジ
タ�

　
ル
契
約
工
事
費
を
助
成
し�

　
ま
す�

　
市
内
で
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
の
デ

ジ
タ
ル
放
送
を
新
規
に
視
聴
さ
れ

る
方
（
ア
ナ
ロ
グ
契
約
か
ら
の
変

更
も
含
む
）
の
宅
内
工
事
費
等
に

対
し
、
１
回
に
限
り
１
万
円
を
限

度
と
し
て
助
成
し
ま
す
。 

詳
し

く
は
、
次
ま
で
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。�

申
込
・
問
合
せ
先�

　
小
杉
・
大
門
・
下
地
区
の
方�

　
射
水
市
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
　�

　
☎
５７
ー
１
３
０
０�

　
新
湊
・
大
島
地
区
の
方�

　
射
水
ケ
ー
ブ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
��

　
☎
８２
ー
７
３
２
０�

�

　
「
ア
フ
リ
カ
へ
毛
布
を
送�

　
る
運
動
」
の
ご
協
力
を�

　
明
る
い
社
会
づ
く
り
大
島
推
進

協
議
会
で
は
、
救
済
物
資
と
し
て

ア
フ
リ
カ
へ
毛
布
を
送
る
運
動
を

行
っ
て
い
ま
す
。
今
年
で
22
回
目

を
迎
え
ま
す
が
、
ま
だ
ま
だ
毛
布

が
必
要
で
す
。
毛
布
の
収
集
活
動

を
行
い
ま
す
の
で
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。�

受
付
期
間
　
５
月
28
日�

持
込
先
　
大
島
改
善
セ
ン
タ
ー�

問
合
せ
先
　
明
る
い
社
づ
く
り
大�

　
島
推
進
会
議
　
☎
５２
ー
１
４
５�

　
９
（
堀
田
）
　
☎
５２
ー
４
４
６�

　
８
（
五
十
里
）�
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infomation

「洪水から守ろう�
　　　　　みんなの地域」�

5月は水防月間です。�
いざというときに備え�
日頃から準備しましょう！�

5月1日（月）～31日（水）�

軽自動車税�
納期限　５月31日�
納税は口座振替が便利です！�
納税課（☎５２－１９６２）または�
最寄の金融機関にお問合せ下さい。�

市街化調整区域内の「新たな開発許可制度」の創設について�
　市街化区域と市街化調整区域を分けた線引き制度（昭和４６年１月２９日）前
から土地の地目が「宅地」（既存宅地）であれば、これまでは市街化調整区域
でもほとんどの用途の建築が可能でした。そのため、本来市街化を抑える地域
のはずの市街化調整区域でも周辺と不調和な建物が建てられるなどの問題が生
じました。�
　そこで、この「既存宅地制度」が平成１８年５月１７日に廃止されることになり、
富山県ではこれに代わる「新たな開発許可制度」の創設に向け条例が制定され
ました。�
　射水市では現在、市街化調整区域内で５０戸以上ある集落の区域の図化作業を
行っていますが、区域を決める要件としては、建築物の敷地相互間の距離が原
則として５０メートル以内でおおむね５０以上の建築物が連なっていることです。�
　これにより、区域内では敷地面積２００平方メートル以上で、自己の居住また
は業務の用に供する一戸建て住宅（高さが１０メートルを超えないもの）の建築
が可能となります。つまり、今後は条例で定める区域内では「既存宅地」であ
るかどうかにかかわらず、開発が可能となります。�

区域図に関しての縦覧及び問い合わせ�
　射水市建築住宅課（大門庁舎）（☎５２－７３９５）または�
　富山県建築住宅課（☎０７６－４４４－３３５９）�

今月の納税�今月の納税�

減額内容�

　改修家屋全体に係る固定資産税の�
２分の１が減額されます。�
（１戸当たり１２０㎡相当分まで）�

減額期間�

改修完了日が�
　平成１８年～２１年の場合→３年間�
　平成２２年～２４年の場合→２年間�
　平成２５年～２７年の場合→１年間�
※減免は申告の年の翌年度からです。�
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情報ひろば�

情報公開・個人情報保護制度の実施状況（平成17年度）�
　射水市では市民参加の開かれた市政
を推進するため、市が保有している公
文書を皆さんに開示、提供する情報公
開を行っています。�
　また、原則として本人に限り情報を
開示する個人情報保護制度により、市
民の皆さんの個人の権利や利益の保護
を図っています。�
　平成１７年度（１１月～３月）におけ
る市の情報公開・個人情報保護制度の
実施状況を市民の皆さんにお知らせし
ます。�

○公文書の開示請求等の状況（射水市情報公開条例による請求）�
区　　　分�

１０件� ３件� ２件� １件� ４件�請　求�

開　示� 部分開示� 不開示�公文書不存在�

○個人情報の請求等の状況（射水市個人情報保護条例による請求）�
区　　　分�

４件� ０件� ４件� ０件� ０件�請　求�

閲　覧� 写しの交付�訂正・追加・削除�利用停止�

○実施機関（請求先）内訳�

○不服申立ての状況　０件�

問合せ先　総務課（小杉庁舎）☎５７－１６２７�

実　施　機　関�

６件� ４件�市　　　長�

４件� ０件�教育委員会�

選挙管理委員会・監査委員・公平委員会・農業委員会・固定�
資産評価審査委員会・消防長・議会については請求がありま�
せんでした。�

公文書の開示請求�個人情報の開示請求等�

◎　期日と会場�

開　催　日� 時　　　間� 場　　　所�

５月２３日（火）�午前１０時～午前１１時３０分� 下村公民館�

５月２３日（火）�午後１時３０分～午後３時� 大島公民館�

５月２４日（水）� 午前１０時～午後３時� 射水市役所大門庁舎�

５月２９日（月）� 午前１０時～午後３時� 太閤山公民館�

５月３０日（火）� 午前１０時～午後３時� 小杉社会福祉会館�

５月３１日（水）� 午前１０時～午後３時� 小杉社会福祉会館�
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　　山　和　子�

地域の声を市政に反映�地域の声を市政に反映�

地域審議会が�
スタート�
地域審議会が�
スタート�
　地域審議会委員の委嘱状交付式が行われ、

各地区の委員７２人に分家市長より委嘱状が交付されました。�

　地域審議会は、合併すると行政区域が拡大するということで「住民と行政の距離が遠くなる」、「地

域住民の意見が市の施策に反映されにくくなる」などの心配に対して、それぞれの地区の実情に応

じた施策を行うための意見表明の場として旧市町村の地区ごとに設置される機関です。第１回目の

地域審議会は、それぞれの地区で開催され、平成１８年度射水市の予算概要と主要事業について説明

を受け、意見を交換しました。�

　今後は、合併前に新市の基本方針等を定めた新市建設計画の執行状況などについて審議を進めて

いく予定になっています。�

　各地区の委員は下記のとおりです。�

新湊地区�
地域審議会�

小杉地区�
地域審議会�

大門地区�
地域審議会�

大島地区�
地域審議会�

下　地　区�
地域審議会�

石　川　芳　子� 安　達　　　進� 池　田　善　揮� 加　藤　正　美� 藍　口　信　子�

石　黒　政　弘� 表　　　晴　美� 大　坪　清　治� 金　井　直　美� 荒　木　　　勇�

井　原　照　数� 梶　谷　正　治� 門　田　忠　行� 小　島　　　恵� 表　　　　　豊�

江　守　淳　一� 川　越　　　誠� 川　口　和香子� 佐々木　　　章� 刑　部　悦　子�

桶　谷　静　宏� 木　下　嘉奈子� 佐　伯　嘉　久� 澤　橋　　　實� 清　原　　　昇�

尾　山　春　枝� 刀　根　　　久� 澤　橋　武　士� 島　田　重太郎� 栗　島　　　浩�

亀　谷　美智子� 中　島　敏　信� 帯　刀　敏　子� 島　田　芳　明� 寺　林　恵美子�

川　口　洋　一� 中　村　　　亘� 　　田　　　務� 清　水　久　義� 栂　尾　　　慧�

塩　谷　勝　利� 野　上　習　次� 田　中　久　雄� 橘　　　眞知子� 野　上　悦　二�

野　尻　賢　二� 道　古　正　子�

�

林　　　和　彦� 前　田　光　春�

�大　代　武　夫� 星　井　　　光� 中　村　哲　夫� 林　　　　　博� 真　野　賢　作�

中　野　清　志� 堀　田　紀　子� 星　野　さい子� 松　井　光　子� 宮　腰　照　子�

長谷部　志　朗� 前　川　英　隆� 前　田　由美子� 宮　内　邦　明�

前　多　俊　彦� 水　元　睦　雄� 三　川　　　斌� 宮　脇　靖　雄�

眞　岸　潤　子� 森　田　ひとみ� 山　崎　勝　治� 山　本　夕起子�

（敬称略　五十音順）�

※地域審議会はそれぞれ１５人以内（公共的団体の代表者、学識経験者、公募者）で構成されています。�
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大島絵本館�

陶房「匠の里」�

新湊博物館�

大島絵本館�大島絵本館�
TEL 52-6780

陶房「匠の里」�陶房「匠の里」�
TEL 54-1201

新湊博物館�新湊博物館�
TEL 83-0800

５月の休館日＝８日、９日、１５日、２２日、２９日、３１日�

５月の休館日＝５月１日、２日、８日、９日、１６日、２３日、３０日�

　毎年、国内外からたくさんご応募いただいている手づくり絵本コンクールの作品�
募集がいよいよ始まります！�

募集内容■未発表の手づくり絵本（過去１年以内に制作したものでテーマは自由）　�

募集部門■①一般の部　②しかけの部�

応募期間■５月１０日（水）～６月９日（金）期限内必着のこと�
※その他コンクールの詳細については、絵本館まで問い合わせください。�

おおしま国際手づくり絵本コンクール'06作品募集開始！�

模様で楽しい「三島手」の器作
り教室�

　『絵本通信』は「絵本」を通じて、あなたに文化コミュニケートする情報誌です。毎号、絵本作家の特集や
エッセイ、全国の絵本美術館や大島絵本館に関することなど、絵本関連の情報が盛りだくさん！絵本館ショッ
プで販売しています。ぜひ一度手にとってみてくださいね！�

5月20日、『絵本通信・春季号』発刊！�

５月の休館日＝８日、９日、１６日、２３日、３０日�

スタンプ感覚で�
気軽に絵付け�

ユニークな絵付け体験�
　粘土を使って誰でもできる「スタンプ式」の版画技法で、
あらかじめ用意した素焼きの湯飲みや小皿にオリジナルの
模様をつけるユニークな絵付けを体験してみませんか？�

�
実施日■平成１８年５月１７日（水）～２６日（土）

の毎日実施（休館日除く）�
時　間■午前の部（１０～１２時）、午後の部（２

～４時）のどちらかを選択。�
受講料■湯呑み、または小皿１枚につき８００

円（材料代、焼成費含む）�
�

申込方法■随時受け付け。電話にて申し込みください。�

　今からおよそ９００年前の平安時代末のこと、射水市東部
に倉垣荘と呼ばれる荘園が設けられました。倉垣荘の領主
となった下鴨神社（京都）は、上賀茂神社とともに水と雷の
神を祭り、葵祭で知られています。�
　下鴨神社は、加茂神社（加茂中部）へ代官を置き、稚児
舞・流鏑馬（やんさんま）をはじめとする京都の文化を伝
えました。倉垣荘からは、ブリをはじめとするとやまの特
産品が納められました。�
　平安、鎌倉、南北朝、室町、そして戦国時代まで続いた
倉垣荘は、水の豊かなこの地に、自然の不思議を敬う心を
はぐくみ、加茂社が多く祭られることとなりました。�
　水と雷の神に幸せを約束された倉垣荘と人々のくらしをたずねます。�

会　期■６月２５日（日）まで　　休　館■毎週火曜日・５月８日�

水と雷の神さま―倉垣荘と賀茂信仰�
くらがきのしょう　　　か　も　しんこう�

やんさんま祭り（加茂中部、加茂神社）�

　「三島手」は器にはんこを押して模様をつけて
いく伝統の技法です。�
　５月２７日（土）、２８日（日）、または、５月３１日（水）・
６月１日（木）の１３～１６時実施。受講料２,０００円、
定員は先着２０
名。申込期間
は５月１０日の
９時～５月２２
日の１７時ま
で。電話にて
受付。�

かみ　が　も　じんじゃ�しもがもじんじゃ�

あおいまつり�
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＊市内在住の方にコラムを連載していただいています。�

射水市の人口�平成18年4月1日現在　※（　）内は前月比�
人　口�
94,730人（－286）�

男　性�
45,780人（－151）�

女　性�
48,950人（－135）�

世帯数�
30,228世帯（－29）�

「
お
ら
っ
ち
ゃ
の
集
落

は
小
さ
い
（
二
十
戸
ほ

ど
）
か
ら
何
か
と
ダ
ラ

に
さ
れ
て
き
た
。
で
も

こ
こ
に
住
ん
で
よ
か
っ

た
と
思
う
こ
と
が
一
つ

あ
る
」
◆
お
年
寄
り
十

四
、
五
人
の
集
ま
り
で
、
一
人
が
切

り
出
し
た
。
そ
れ
と
い
う
の
は
、
集

落
に
「
目
の
悪
い
人
が
少
な
い
」
こ

と
。
確
か
に
参
会
者
で
老
眼
鏡
の
人

は
三
人
だ
。
集
落
全
体
で
も
目
の
い

い
人
が
多
い
の
か
も
し
れ
な
い
◆
原

因
は
ヤ
ツ
メ
ウ
ナ
ギ
と
い
う
。
ヤ
ツ

メ
ウ
ナ
ギ
は
夜
盲
症
に
効
く
ビ
タ
ミ

ン
Ａ
を
多
量
に
含
む
こ
と
で
知
ら
れ

る
。
県
内
の
川
に
広
く
生
息
し
、
和

田
川
流
域
の
こ
の
集
落
で
は
昔
か
ら

卵
と
じ
や
か
ば
焼
き
に
し
て
食
べ
て

き
た
◆
「
う
ま
い
も
ん
食
べ
て
長
生

き
し
、
市
に
な
っ
た
か
ら
い
う
て
埋

没
せ
ん
よ
う
に
頑
張
る
ま
い
け
」
で

お
開
き
と
な
っ
た
会
。
ヤ
ツ
メ
ウ
ナ

ギ
が
育
ん
だ
郷
土
愛
、
を
感
じ
た
し

だ
い
だ
◆
教
育
基
本
法
改
正
を
め
ぐ

っ
て
沸
騰
す
る
「
愛
国
心
」
や
「
郷

土
愛
」
。
そ
う
し
た
も
の
は
、
自
分

の
住
む
地
域
の
こ
と
に
目
を
向
け
る

こ
と
で
芽
生
え
る
の
だ
ろ
う
。�

マグノリアの丘
から

第28回　越中だいもん�

凧まつり�
第28回　越中だいもん�

凧まつり�
第28回　越中だいもん�

凧まつり�

射水市誕生記念�

さわやかな五月の空に�
巧みな手さばきで限りない大空に舞う凧は、�
見る人々に大きな感動とロマンを与えてくれます。�
�
射水市初となる「越中だいもん凧まつり」への�
皆さんの参加をお待ちしています。�

５月２０日●土～２１日●日�と　き�５月２０日●土～２１日●日�

大門カイトパーク�
（庄川左岸河川敷庄川左岸河川敷）�
大門カイトパーク�
（庄川左岸河川敷）�

ところ�

●大門カイトパーク�
１０：００～１６：００　ＰＲ凧揚げ�

・外国人招待者、凧の会によるデモンス
トレーション�

●大門小学校・グリーンパークだいもん�
１３：３０～１５：００　出前講座�

・全国の凧名人による凧づくり教室�
・対象：大門小学校生徒�

5月19日●金�

●大門カイトパーク�
　８：３０～　　　　受付�
　９：００～　　　　開会式�

・親子連凧揚げ�
・市内凧の会によるデモンストレーション�

　９：３０～　　　　凧ギャラリー（参加凧の展示）�
凧絵コンテスト（自治会、児童クラブ対象）�
全国有名凧揚げ競技�

１０：４５～　　　　ローカル凧揚げ競技（児童クラブの部）�
１２：００～　　　　コマーシャル凧揚げ競技（企業、各種団体）�
１４：００～　　　　ローカル凧揚げ競技（自治会の部）�
１５：３０～　　　　表彰、閉会式�

5月21日●日�

●大門カイトパーク�
　９：３０～　　　　受付�
１０：００～　　　　開始式�
１０：１５～　　　　子ども凧揚げ�

子どもと外国人の国際交流凧揚げ�
１３：００～１５：００　全国有名凧揚げ競技�

●大門総合会館（６階こぶしホール）�
１８：００～１９：３０　交流会（凧愛好者の交流）�

・凧オークション等�

●大門商店街�
１９：００～２０：３０　 街流し�

・ユートピア音頭、よさこいおどり等�

●庄川右岸河川敷（大門大橋付近）�
２０：３０～２０：４５　音楽花火�

5月20日●土�


